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第一章 一 般音聲 舉と阈 語 昔 聲學 

第二 章 國語の 母音の 考察  

第三 章 國 語の 子音の 考察  


一、 國^^ 粱學の すべてに わたる 事項 を 限られた 紙數 のうちに 要約す る こと は、 もとより 不可能な ことで あり、 さりと て、 特 

殊^ 目の ニーに ついて 詳說を 試みる とい ふこと も、 專門 家に 限らぬ 讀 者に とって は、 蠟を嚼 むが 如き 感が あらう。 そこで、 わ 

たくし は、 執筆に (おって、 一般的の 題目のう ちから、 基本的の もの を 選び、 これ を專門 的に 取扱 ふ 方針 を 立てた ので ある。 

二、 前^の やうな 事情の 下に 筆 をと つたので あるから、 發昔 器官の 構造と か、 音 聲 の分顦 とかい ふやうな、 初 * 的、 啓荣 的の 

記述 は、 全然 これ を 省略す る ことにした。 しかし， また、 母音 構成の 理論と いふ やうな、 あま リに專 門 的な 某 本 問題に わたる 

こと も、 たるべく 觸れ ないで おく ことにした。 要は 中庸 を 得る にある と考 へたから である。 

二、 結局、 本篇 は、 國語音 獰學 とはい ふ ものの、 單昔論 だけの 說述に 止まって、 連 昔 論に 及ぶ を 得なかった の は逍慷 であるが 

これ はやむ を 得ぬ 次第で ある。 讀 者の 諒承 を 希 ふ。 

昭和 i ハ^-十二月  S 北に て 

.  m  者 

お 一 章 一 般音聲 學と國 語音 聲學 

昔^ 學は、 普通に、 霄 語に 用 ゐられ る音聲 すな はち 語音 を 研究の 對象 とする 科 寧で あると いはれ てゐ る。 しかし、 
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！^荇 を 研究の 對象 とすると いっても、 その 對 象の 範圍 は、 場合によって、 いろ/ \ に ちがって 來 る" 極端な^ 八 "につ 

いてい へば， ある 特定の 個人の 語音が 研究の 對粲 となる こと も あり * 廣く 人類 全般の 語 昔が 研究の 對 象と なること も 

あり 得る。 普通の 場合に ついて 見ても、 一方 言の 語 昔、 ー國 語の 語 昔、 數國 語の 語 昔が、 それ， f 研究の 對象 となり 

^る こと は、 いふまで もない。 假に音 聲學を 一 般音 聲舉と 特殊 音聲畢 とに 分てば、 世界の 人類 を 通じて 見出さに る、 

すべての 1  一一 一口 語 の 語 昔 に關 する 諸種の 現象 を 研究す るの は、 一 般 昔聲舉 とよ ばれるべき もので あり、 一 方 一一-一口  、 一圃 語、 

数阈 語の 語 昔に 關 する 諸種 の 現象 を 研究す るの は、 特殊 音聲舉 と 名 づ けられ る ベ きもので あ らう。 こ の 意味に おける 

一 般音 嫛舉 は、 一 般 的に、 世界の 言語に 用 ゐられ る 「こ ゑ」 や 「おん」 や、 これに 伴 ふ 音色 • 高さ - 强さ . 長さな ど 

を 研究の 對象 とする ので あり、 特殊 音 聲學 とい ふの は、 ある 特定の 國語 または 方言に 用 ゐられ る 「こ ゑ」 や 「おん」 

や、 これに 伴 ふ 音色 . 高さ . 强さ • 長さな ど を 研究の 對象 とする ので ある。 かう い ふ 風に 簡單 に考 へれば、 この 二つ 

の 稗 類 の 昔 聲^ の 所攝 の 範圍は 明 ら かに わかれる やうで あるが、 さらに 立 人って、 その 細部 の 事項に ついて 考^ を 加 

へて みると、 いろくの 疑義が^ じて 來る。 

一般 背 聲舉の 研究の 對紮 が、 ^界の 言語のお 音で あると して、 さて、 一般 音聲學 において、 それらの 研究 は、 いか 

なる 結果 を 期待し 得べき か。 母音 はどうい ふ 性質の もので あるか、 子 昔 はいかなる 性質の もので あるか、 一 背 節 形式の 

原理 は 如何、 ァクセ ントに はどうい ふ 種類の ものが あるか、 音韻 變 化の 法則が いかに 樹立され るかと い ふやうな こと 

は、 ー應 は、 一般 昔 聲 ^の 取扱 ふ 範圍の 問題と して 肯定され 得る。 しかし また、 これ を 他の 方面から 見れば、 母 や 

子音の 本質 問題の 如き は、 音響 學の つちに、 その 特殊の 地位 を 見出し 得べき もので あり、 アクセントの 械 類と か、 一^: 


„m》 化の 法刖 とかい ふ問题 は、 ある 特^の W 語の 範阇に 限定され るべき 性質の ものである。 たと へば、 母 昔 は * 聲帶 

の 板 動に よって 生じた 「こ ゑ」 が、 その 共呜 域で ある、 喉頭 以上の 氣 道で 共鳴 を 起して、 特定の 「音色」 を^び たも 

ので あると いひ、 ：^行 に 栩训の 生じる の は、 共鳴 域の 大きさ や 形に よって 昔 色が ちが ふからで あると いひ、 ^昔 を 構 

成す る 分子 昔のう ちに は、 その 各に 固有な  一 {儿 の 高さ を もつ、 一 つ 二つの ものが ある、 一ての 分子 昔 を 母 fflH の 问ぉ音 と 

いふので あるが、 その ra: 有 昔に よって 母 昔の 音色 はき まると いふ。 かう いふ 母音の^: i:^ 的 タノお の 結* は、 特定の 方 

tn たり 國語 なりの 語音 を 考察す る 場合に 必要な * 礎 的 知識と して 重んじられるべき ものである こと は い ふまで もない 

が、 かくの 如き 類の 考察の みの 總 括が、 音聲舉 の すべてで あると はいへ ない。 上述の やうな 母音の 考察 は， 母音の 物 

现^ 的、 ^^^的の 考察た るに 過ぎない。 母音の 考察に あたって は、 また、 母音の 發 昔の 際にお ける 發^ 器^の はた 

らき はどうで あるか、 共鳴 域の 大きさ や 形 は、 どんな 風に か はるかと いふ やうな、 母音の 發生條 件 を 明らかにす るた 

めの、 生理^-的 考察が 必要に なって 来る。 物理 舉的、 音響 學 的の 考察、 すな はち 聽^ の 方面からの 考察と、 生现^ 的 

の 考察、 すな はち 發 昔の 方面からの 考察と、 この 兩 方面の ものが 相須 つて、 母 昔の 本質 は はじめて 明らかにされ るの 

である。 これ は、 母 昔の みならす" すべての 語音に ついてい ひ 得られる ことで あるが、 七 かし、 かくして^ 明し^ら 

れた li^ の 木！^ は、 それが、 いかに 聽 かれ、 いかに 發 音され るかと いふ だけの 點に と^まり、 言語の 成分と しての 語 

に.，、 木^に ついては、 なほ 殘 された 多くの 部分が^ する。 物理 舉的 考察が いかに 精確で あり、 生观^ 的お. おがい かに 

綿. おで あっても、 それ は 語音 を 物现舉 的、 生理 學 的に 見た に 止まって、 語 昔の 本^の すべて を ^ 明し 得た とはい へな 

、 o 
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われく が、 ある 一一 一一 ！： 葉 を聽 取る 場合に、 われく は、 その 一一 c 葉 を全體 として 受取る。 一 つ 一 つの fp!s として、 その 言 

葉 を 組立て.， ゐる 語音 を 分解して 聽 取る わけで はない。 ある 言葉 を發 音す る 場合に おいても また、 われく は、 その 

貢 葉の 組成 分で ある^ 昔の 一 つ 一 つ を、 ^々にい ひ 分ける ので はない。 全體 として、 一 つ， 乂 きとして、 これ を發 音す 

るので ある。 であるから、 さう いふ 言葉 を 組立て \ゐ る， 語音の 分解の 上に 成立った、 一 つ 一 つの 語 昔の 物理 畢的 生理 

學的考 察 だけが 十分で あっても、 なほ、 語 昔の 本質 を 間 明す る 目的が 達成され な いのはい ふまで もない。 近時^ 激の 

進歩 を 見た、 寳驗 的音聲 舉、 器具 的 音聲舉 は、 一 面に は、 一 つ 一 つの 語音の 物理 舉的、 生理 荜 的の 考察 を 一 そう 精確 

綿密なら しめる やうに なった と共に、 他の 一面に おいて は、 一 つ^きの 言葉の うちにお ける 語音の 活動の 者 察に 多大 

の效菜 を擧げ 得る やうに なった。 これが ために、 從來の 假說ゃ 推論の 覆へ され、 訂 された もの も少 くない。 しかし、 

これらの 進歩 は、 物现舉 的、 生理 舉的 考察の 方面に おける、 考察 方法の 進歩で ある。 方法の 進歩に よって、 考察の 結 

菜に、 精確 綿密の 度が 加 はって 来ても、 それ は、 その 適 用された、 ある 特定の 範圍 に^られて ゐる。 寳驗 的昔獰 學、 

器具 的 音 斃舉の 進歩 は、 菜して、 前に 述べた やうな 一般 音聲 寧の 展開 を 促進し 得る ので あらう か。 しかし、 これ を 論 

じる に當 つて は、 まづ 一般 昔聲舉 とい はれる もの はいかなる もので あるか を、 もう 少し 檢 討して 見なければ ならぬ の 

である。 

わたくしの 考 へる ところに よれば、 普通に 一般 音聲畢 とい はれて ゐる ものに は、 二つの 種類が あると 思 ふ。 一は、 

すな はち、 ある 特定の 國 語の 昔 韻紕 織に 關係 なく、 一  般 人類の 一一 K 語に a 出される 音 現象 を 研究の 對籴 とする もので あ 

り、 一よ、 すな はち、 W 々の圃 語の 音 現象の 研究の.！.： に 得られた 結果の、 比較的 もしくは 併 列 的の 考察 を對 象と する 


ものである。 前者の 場合の もの は、 ちゃう ど、 特殊 言^ 畢に對 する 一般 言語 畢の 地位に 立つ ものである" 特殊 言語 畢 

は、 ある 特定の 國語ゃ 語族の 言語 現象 を 研究の 對象 とする もので あり、 一般 言^ 學は、 世界人 類の 首 語に 通す る 理法 

を 研究の 對^ とする ものである。 しかしながら、 一般 言語 畢は、 特殊 言語 畢の 基礎の 上に、 堅 實な步 み を 進め^べき 

ものであって、 いは ゆる 言語の 一般的 理法 は、 個々 の事實 に本づ いて 歸納 的に 發 見され たもので なければ ならぬ こと 

はいふまで もない。 この 意味に おいて、 一般 音聲舉 もまた、 個々 の國 語の 音 聲舉を 背景と しなければ たらぬ" すな は 

ち、 特殊 昔 绺舉は 一般 昔 漦擧を 基礎 づける ものと 考 へられる べきの は、 當然 のこと であらう 3 さう すれば、 前に 述べ 

た 一 ^昔^ 學 の 後者 の 場合 の もの は、 一一 一一 口 語畢 における 比較 言語 學 の 立場に ある ものと 見られる。 個々 の 阈語 の 言語 現 

狻の 研究の 上に 得られた 結果の 比較的 もしくは 倂列 的の 考察が、 今日の 言語 學の進 運 を 促した やうに、 これに もまた 

仏刈圩 の 意味に おける 一般 音 聲舉を 促進す る 效采を 期し 得る ので あらう が、 これが、 一般 音聲畢 として 考 へられて ゐる 

とい ふこと も、 過去に おいて、 いは ゆる 比铰 言語 舉が 一般 言語 舉と 同様な ものと して 見られて ゐ たのと、 ほとんど そ 

の 投をー にして ゐる といっても よいので ある。 

しかしながら、 こ  に 注意すべき こと は、 音聲 學の對 象と なる 語音 は、 これ を それ <L\ -の 特定の 國語の 糾^ か 

ら切 放して 兑る 時には、 ^覺 的に は、 純然たる 物理 舉的 考察の 對象 となり、 發昔 的に は、 純然たる 生理 學的 考察の 對 

^となる ことで ある。 したがって、 語音の 一般的 理法 を發 見しょう とする に 急な 舉者、 主として 赏験科 寧の 方-. S から 

^荇を 研究しょう とする 舉 者のう ちに は、 それ. <\ の 特定の 國 語の 音韻 組弒を はなれて、 人類の 語 昔 を 考察して 一般 

音 ^寧 を 樹立しょう とする 人が ある。 カル ツイ ァが、 「 實験昔 聲學 J  (calzia;  Kxpelisentelle  Phonetik,  s§Blung 
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Goschen,  1921) のうちに、 「 實^ 昔 聲^ は發音 (phouation) の枓举 である。 すな はち、 こ ゑと おん 並に こ. ^ に f- ふ 

成分た る 音色-高さ. 强さ . 長さ を硏究 する 科 率で ある」 とい ひ、 「實験 昔 聲舉の 問題 は、 現在 行 はれて ゐる、 方處に 

依^: しない、 正常の^ 樺體 における 發昔 事例 を 決定し、 分解し、 排列し、 また それらの 變 化の 條件を 研究す るに ある o」 

といって ゐ るが 如き、 その 一例で ある。 「方處 に 依存し ない」 といって ゐ るの は、 いかなる 特定の 國語の 昔 韻 糾縱と 

の關係 をも^ 慮のう ちに 入れない こと を 意味して ゐる。 ウィルツ "ウス キ ー は、 (De  Groot:  Illstl.ulnelltal  phone- 

tics. Its  value  for  linguists.  1923.  p. 13 の 所 引に よる。) ことに 明らかに、 「 實験 音柴學 は、 ある 特定の 國語 のこ 

ゑ やおん を決忠 する こと を E ざして はゐ ない、 莨に その 0 的と すると ころ は、 . 一般人 類の、 すな はち、 すべての 國語 

の 基礎と なって ゐる、 情緒の 影響 をう けない、 機械的 生理的の 寶相を 知り 究めよう とする のに ある。」 といって ゐる。 

かう いふ 丄張 によれば、 實驗 昔聲學 とい ふ もの は、 言語に 川 ゐられ る昔聲 を、 言語から 切 放して 考察す る もので あり、 

語 昔の 考察に 當 つて、 阈 語の 領域 を 顧みす、 一 般 人類の 言語の 基礎 をな す 語音の 實相を 究める の を HI 的と する もので 

あるから、 つまり、 S 際 の 言語 に 用 ゐられ てゐる 語音 を 研究す るに 當 つての 甚 礎と な るべき 科學の 地位 を 要求す る も 

ので ある。 いかにも、 現代に おける、 この種の 音聲寧 は、 母音と いふ もの は、 物^ 舉的 にかう いふ 件^の ものである、 

音の 一 背 色. 高さ . 强さ . S さは かくの 如き ものである、 それら はいかに 測定され るか、 發音 器官が ある 種の 音 を發昔 

する に はどう いふ はたらき をす るか、 ^の 動き 方 はどうなる か、 咽頭 の^き 方 は どんなで あるかと い ふやうな 點に つ 

いて は、 かなり^ 密な說 明 を與へ 得る やうに なって 来て ゐる U しかし、 かう いふ 方面の 研究が いかに 進歩して 米ても、 

それ は どこまでも 物现 ^的で あり、 生现^ 的で ある。 音聲學 を 以て、 人類の^ 昔 を物现 ^的^ ffl^r 的に お^する 科學 


であると 見れば、 前に あげた やうな、 資驗音 黎學 者の 斯^に 對 して 述べて ゐる考 は、 原則としてせ^ され^る。 し 力 

して、 かくの 如き 實驗昔 ^^は、 また ー舣 聲 寧と 呼び 易 へられ 得べき ものである。 赏驗 ま：； 弊^と いふの は、 前に も 

述べた やうに、 一 般 人類の 言語の 甚礎 をな す 昔聲の 機械的 生理的の 實相を 究める こと を H 的と する もので あり、 その 

1Z5;- を逹 成す るに は實驗 的 方法に よるの が、 もっとも その 當を 得た ものであるから である。 

しかし、 語 昔の 機械的 生理的の 寳相 は、 音の 全實 相の 部分 を 成す ものである。 音 槳學を 以て、 人類の；^. 佇 を 全體 

的に^ 察する 科^で あると すれば、 贲驗音 聲學 は、 昔聲 寧の 一 部門 を 成す ものた るに 過ぎない。 かつまた、 ^験^^ 

學の 終極の GI 的が、 一般人 類の 語音の 赏相を 究める にある にしても、 その 道程と して は、 それぐ の阔^ のお. 背の 檢 

^を 經 なけ^ば ならぬ の はいふまで もない。 さう すれば、 いは ゆる 一般 昔聲學 は、 それ^ \ の 特定の^ おのお.. &を研 

究の 對^ とす る 特殊 音聲學 の 成 菜の 綜合の 上に 成立つべき もので あり、 その 考察 の 範 W は 、 機械的 生现的 の 方面の み 

に 限ら^ i るべき ので はない ので ある。 しかも、 この 意味に おける 一般 昔聲舉 は、 まだ 十分に 樹立され てゐ ない と^へ 

ら 江 る。 從來 もっとも よく 研究され てゐ る、 インド. ゼルマ ン 語族の 言語の 語音の 研究 を^ 礎と した^^ ゆの A は 多 

く 世に出て ゐる けれども、 それらの 大部分の もの は、 英. 獨-怫 の 比較 音 聲舉、 もしくは インド -ゼル マンお^^ ゆ 

と名づ けられるべき ものであって、 前に 述べた やうな 意味から 兒れ ば、 やはり ー秫の 特 殊 昔^ 舉の 部類 に^する。 そ 

れら は、 ^の 意味に おける 一 般音 聲畢 とい ふべ きもので はない。 

^"ぉ" の 研究 は、 ー兀 來、 ある 特^の 國^ の 語音に その 出發點 をお くべき こと は、 語-せと いふ ものの 性 力ら 兑ても 

$  - ひ- . せ^ ^や  九 
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ら かで ある。 われ/ \ が、 理論 上發 音し 分けられる 音聲、 論 上聽き 分けられる 昔 聲の數 は、 非常に 多い が、 苦 通に、 

ちがった 昔聲 として 發 音し 分けられ 聽き 分けられる とい ふこと を 標準と して 見る と、 その 數は はるかに 少 くなる。 言 

. 語 上に 用 ゐられ る 音 聲は、 換言すれば、 言語の 成分で ある 昔聲 は、 われく がちが つた 昔と して 識^し 得る ものの 紙 

合された ものであるから、 その 數は さらに 少 いわけで ある。 實驗昔 聲學の 考察の 上から は、 普通の 識刖 以上に、 一 そ 

う 精密な 差異 を 見出す ことが 出來 るが、 それ は 程度の 問題であって、 理論 上 識別され 得べき ものよりも、 一一 一一"^ に W ゐ 

ら れる實 際の 數は、 かなり 少 いといへ る。 しかも、 それ はまた、 國 語の 異なる によって異なる 。数に おいて 異なる の 

みならす、 糾合せ においても 異なる。 言語 上の 識刖 成分と して 重要な 役目 を もつ、 音色 丄咼 さ. 强さ. 長さの 關係 も、 

國 語の 異なる にしたがって、 さま^^に なって ゐる。 であるから、 語音の 考察 は、 實 際に それらの 語 昔が 言語 上の 成 

分と して ffl ゐら れてゐ る、 ある 特定の 國語 について でなければ、 その 效^ を あげる こと は 出来ない 害で ある。 われ わ 

にが、 ある 語音 を 識^す るの は、 實 際に 用 ゐられ る 一一 一一 口 葉に 卽 してで あり、 實 際にし ば/ \ロ にし-; t にす ると ころの も 

のに ク いて、 これ を 分解し、 これ を 綜合し、 これ を 聯想し、 これ を理會 する によって、 はじめて 某々 の 語音の 識^ を 

得る ので ある。 また、 原則として は、 一 の 語音が 單獨に 言葉の 上に あら はれて 來る ことがない。 語音 は、 多くの 語 昔 

の 連鎖の 一成 分と して あら はれて 來 るの を 常と する。 その 語音の 速 鎖すな はち 組合せの 様式 は、 阈語の 異なる にした 

がって 趣 を 異にする ものが ある。 組合せの 様式が 異なれば、 それぐ の 語 昔に もちが つた 趣が あら はれて 來る。 故に、 

いづれ の點 から a て も、 ^音の 實際的 考察 は， ある 特 おの 國語 の實際 的 考察に 木づ かなければ、 確實な ^礎 を 得る こ 

とが 出来たい。 藷昔 につ いて は、 r 語 昔 は、 人類の 發音 器官の 所^で、 人が 耳に よってた しかに これ を知覺 し枓認 する 


ことが 出来る やうな 拫動を 火 氣屮に 起し、 全體の 過程に よって、 人類が 他人に 對 する 苦 知 方法と して 使 W し 得る に 足 

る ものである。」 とい ふ やうな 定義 を 下す 人 も あるが、 (otto  Jespersen:  slonetiBche  Qrundlragen.  S, 104.) こ 

れは、 あまり 抽象的に 過ぎて、 語音の 本锊 を說 明し 得た とはい へない。 むしろ. 「語 昔 は、 ある 特定の^ 語に 麻 する、 

同時 的 (例へば、 聲帶 によって、 また 舌 或は 唇に よって 生ぜられた) および 繼起 的の， ある 限られた 數の荇 ^合 中の 

の 一 つで ある ピ とい ひ、 または、 「語音 は、 ある 特定の 國 語の 言語の 音 系列の もっとも 短い 部分であって、 謌^ m ゲ； 

^の 識別 を 助ける ものと して (意味 をい ひ あら はすた めで はなく) の 役目 を 當該國 語に おいてお する もの である。」 

とい ふ 方が、 (A.  w.  De  Groot:  Instrumental  Phonetics.  Its  value  for  linguists.  P. 12, 13.) 實 際に 適して ゐるー 

一一 一一：： ^の 昔 系列 を 成して ゐる、 その 音 系列 を 分解して 得られた 最終の 單位 である 一 つ 一 つの 部分の もの は、 それ 自身 

において 或 意味 をい ひ あら はす もので はない。 それに 伴 ふ 昔 色 丄咼さ *强 さ . 長さな ど を 含めて、 一 つの 語 昔 は、 語 

おとおしとの 異同 を 識別 せしめる 重要な 役目 を 演じる ものである とい へる。 語詞の 意味の 異同 は 昔 系列 全 |g の 問題で 

あって、 音 系列 屮の 一 つ 一 つの 語音に ついてい へば、 それ は、 單に或 形式の 昔 系列 を 形づくる 一 成分た るに^ まって 

ゐ るから、 語詞の 異同 識別の 役目 を だけ もっとい ふこと になる ので ある。 以上 は、 ^昔 を その 役目の 上から a た^ 明 

であるが、 これ を 他の 方面から 見れば、 それ^ \ の國語 は、 それぐ、 • 特有の 昔の 組合せの 様式 を もって ゐ るから * 

したがって、 阈語 によって 語音の 嵇 類が ちがって 来る。 そこで、 語音 は、 ある 特 おの 國 語に 腐す る、 同時 的お よび 襤 

起 的の、 ある 限られた 數の音 結合 中の 一 つで あると もい はれる ので ある。 

を かう いふ 風に 昆 て來 ると、 特殊 音饕 舉、 ことに、 ある 特定の 國語の 語音 を 研究の 對象 とする 國^ 昔 铵畢の 地 
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^は、 はっきりして 來る。 それ^. \- の 阈語昔 嫛學の 基礎が 成って、 はじめて、 眞の 意味に おける 一般 音 聲畢の 完成 は 

期し 得べき ので ある。 

國語 昔漀 舉に關 して、 なほこ k に取殘 された 一 つの 問題が ある。 それ は、 研究の 對 象の 範圍 をい かに 限.： えす るかで 

ある U 音 聲學 者の 多く は、 音 聲學 (slclletics) と 音韻 學 (phoncloe;y) と を して 考 へて ゐる。 すな はち、 その 見 

解に したがへば、 現在の 語 昔 を 研究の 對紮 とする のが 昔聲舉 であり、 過去から 現在に わたる、 ^音の 變遷を 研究の 對 

^とする のが 音韻^-であると いふ ことにた る。 この 兩者 は、 研究の 資料 も 異なり、 研究の 方法 も 異なる。 前者に あつ 

て は、 現在 われく が 耳に し：： にす る 語音 を對紮 とす るので あるから、 諸種 の 實驗 によって その 研究の 精確 を 期す る 

こと も出來 るが、 後者に あって は、 その 對 象が 中： として 過去の 時代に 馬す る. ものであるから、 われく は、 その 資料 

を文獻 によっても とめなければ ならぬ。 資料 の 览集檢 討が 十分で あるか、 論證考 察 の 方法が その 當を得 てゐ るか どう 

かとい ふこと は、 研究の 成^ を 判お する 上の 問題と はなる が、 實驗 によって これ を證據 立てる とい ふこと は 不可能で 

ある。 かう いふ わけで あるから、 昔聲舉 と 昔 甜 ^と は、 训箇の ものと して 考 へられるべき もので あらう。 もとより、 

この 兩者 は、 或點 において 密接な 關係を もつ ことがある。 現代の 語 昔の 分布 を 考察す るに 當 つて、 過去の 時代の 音^ 

の變 遷に關 する 知識 を 要する ことがあり、 現代の^ 昔の 發 音の 寳說 が、 過去の 時代の 音 親の 變 化に 新しい 解決 を與 へ 

ると いふ やうな ことがある。 兩 者相須 つて、 よく その 阈 語の 語音の 研究 を 全くす る ことが 出來 るので は あるが、 その 

本末 を 明らかにし、 その s 、或 を. おめて おく こと は、 研究 上の 混亂を 避ける ため に 注意 を 要す る點 である。 


矛、 ゃ以- 卜に おいて、 わたくしの 述べる ところ は、 右の 意味に おける、 わが 國 語の 語 一 W に關 する^ 研究の 一部 

分で ある。 題して 國語音 獰^と いふので あるから、 音韻 舉的 方面に は觸れ ない の を至當 とする が、 ある 場合に は、 ^ 

昔の 史的 考察に わたる こと も あらう。 それ は、 た r 參照 として 附 加へ おくに 過ぎない。 

第二 章 阈 語の 母音の 考察 

^音 は、 普通に 主として 調音 的 性質の 方面から 下されて ゐる 定義に したが へば、 聲門 において^ 帶の 振動に よって 

生じた 「こ ゑ」 が、 ロ^ 內 において、 耳に 聞え る ほどの 摩擦 を 伴 ふこと なく、  n 腔の 共鳴に よって 稗々 の 色 合 を附與 

された ものであって、 母音に いろくの 秫 類の あるの は、 共鳴 を與 へる 口腔の 形が さま- ^に 異なる からで あると い 

へ る。 

「こ ゑ」 は、 どうい ふ 性質の もの かとい ふに、 肺臟 から 出て 來る 呼氣 が、 喉頭 部に ある 聲 門 とい ふ 關門を 通過す る 

？ r 合に、 その 獰門を 形づくって ゐる 二つの 聲帶の 週 期 性 振動に よって 一種の 「おと」 を 生じる、 その 「おと」 を 特に 

名 づけて 「こ ゑ」 とい ふので ある。 喉頭 部の この 部分に は、 左右の 兩 壁から • 唇の やうな、 彈 性の ある ものが 降 起し 

て 出て ゐる。 これ は 筋肉お よび 粘膜 組織であって 、「こ ゑの 唇」 ともよ ばれる やうに、 唇の 如く 開いたり、 閉ぢ たりす 

る。 これが すな はち 聲带 であって、 この 兩聲帶 の 問が、 聲 門 とよ ばれる ので ある。 普通の 呼吸の 場合に は、 この^ 門 

^-- な S おのせ »c.vi^  . -. 
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は II け 放しに なって ゐ るが、 發 音の 際に は、 兩聲帶 が 相 寄って 聲門 を閉ぢ てし まふ やうになる〕 そこで、 通路 を 塞が 

れ た呼氣 はこれ を おしのけて 出る。 すると， 聲 帶は彈 性に よっても との 位置に かへ る。 また、 あとから 來 る呼氣 が、 

これ を おしのけて 出る。 かう いふ 風に、 その はたらき がくり かへ される と、 聲帶の 週期 性 振動が 起る。 これによ つて- 

签氣に 一 種の 「おと」 が 生じる。 それが、 すな はち 、「こ ゑ」 なので ある。 この 「こ ゑ」 が、 口腔に おいて 共鳴 をう け 

て、 いろ/, \ の 母音に なること は、 前に 述べた 通りで ある。  •• 

共鳴 を與 へる 口腔の 形 は、 ( 一 ) 口の 開き 方 (二) 舌の 上げ 方 (三) 舌の いづれ の 部分 を 上げる か (四) 舌の 筋 を 引 

きしめる かどう か (五) 唇 を どうい ふ 形に する かな どに よって 異なって 來る。 口腔の 形が ちが ひ、 共鳴 域が ちがへば • 

おの づ から 共鳴が ちがって 來る。 そこで、 いろくの 母音が 出来る。 

母音に どれ だけの 種別 を 立て 得る か は 問題で ある。 一例 を 擧げれ ば， まづ、 われく が r ァ」 とい ふ 母音 を發 音し 

ながら、 舌の 上げ 方 を 漸次に 高めて 行き、 口の 開き 方 を 漸次に 小さく して 行く とする。 さう すると、 最初 は、 普通の 

「ァ」 の 昔が 聞かれる が、 古の 上げ 方と 口の 開き 方との 變 つて 来る にしたがって、 その 音 は 少しづつ 變 つて 来る。 さ 

うして、 中 ごろに は、 「ァ」 と 「ェ」 との 中間の 音の やうに なり、 しま ひに は 「ェ」 の 昔になる。 これ を 細かく 考 へる 

と、 「ァ」 と 「H」 との 問に 多くの 變 種の 存 する ことが 認められる わけで ある。 それらの 變 種 は * ある 國語、 ある 方言 

において は、 言語 上の 識^ 的 成分と はなり 得たい、 すな はち、 聽覺 的に は、 「ァ」 の 同種の 語 昔と して、 または 「ェ」 

の 同種の 語 昔と して 認容され るが、 ある 國語、 ある 方言に あって は、 それらの 變種 中の ある もの は、 明らかに 言語 上 

の 識^ 的 成分と なる、 すた はち、 それが、 たしかに さう 焚 昔され なければ ならぬ ことと なって ゐる。 であるから、 こ 


SSp 合に おいて、 r ァ」 と 「H」 との ii にどれ だけの 音 を 認める か、 どうい ふ 音 を 識^す るかと いふ こと も >  考察 を 要 

する ことと なる。 しかし、 これ は、 考察の 對象 となる 國語な り、 方 一一 一一 口な りに よって 異なる ので あるから、 事實に 面し 

て、 その K 分 を 立てるべき のであって、 その 各種の 場合 は、 決して 豫想を 許さない ので ある。 けれども、 母音の やう 

な、 多くの 變械の あり^る ものの 發 音の 實際を 考察し、 從來の 研究の 當 否を撿 討して 行かう とする に は、 何等かの S 

ネ となり 得べき もの を考 おし、 それによ つて 考察 撿討を 進めて 行く のが 便利で ある。 こ 、に舉 者の 考定 した^ 木^-竹 

とい ふ ものが ある。 基本 母 昔と いふの は、 ある 特定の 國 語の 語音 考察の 結 raK として 得られた もので たく、 すべての 國 

諧を 通じて 母 昔 考察 の 基準と なり 得べ きものな ので ある。 

舉^ は、 ^本 母 昔 を考定 して *  i  e  £  a  a  o  o  u の 八つ を 立て、 ゐ る。 

CCCCCCCC 

i は、 母 昔のう ちで、 發 昔の 際にお ける 舌の 上げ 方が もっとも 高く、 舌が 最前 方に 位して ゐる 場合の ものである。 

C 

もし、 それ 以上に 髙く舌 を 上げる と、 その 音 は、 子音の j になって しま ふ。 何と なれば、 舌と 硬 との^の 穴-;^ が 

ひどく 狭くなる ので、 その ii を 通過す る、 聲門 において 聲帶の 振動に よって 生じた 「こ ゑ」 が、 そこで、 ^擦の 噪昔. 

すな はち 「ひ^き」 を 生す る， さう いふ 「ひ ^ き」 を 伴 ふ もの は、 もはや 母音ではなくなる からで ある 0 であるから、 

この 基本 W 昔 i は、 この 方面に おける^ 昔の 限界に 立ち、 子音 .J と 相 隣す る ものな ので ある。 

c  C 

な は、 母 昔のう ちで、 發昔の 際にお ける 舌の 位 造が もっとも 低く、 かつ、 もっとも 後方に 引かれる 場合の もので あ 

C 

る。 これより 後方に 古 を 引く と、 子音の W になって しま ふ。 古 をす つと 後方に 引く と、 や：： と 「のど ひこ」 との^の 
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^がき はめて 狭くな つて、 そこ を^ 過す る 「こ ゑ」 が 摩擦の 「ひ^き」 を 立てる。 さ-つ すれば. もはや それ は 母 昔で 

はたい。 すな はち、 それ は、 舌と 「のど ひこ」 との 間で 發音 される、 摩擦 昔の 有聲 子音 はなので ある。 であるから、 

この 基本 母音" も、 母音と チ 昔との 限界の 此方に ある ものと いふべ きので ある。 

他の 基本 母音 の パーつ は、 リ と^との 間に 位する ものと して 考定 されて ゐ る" その場合には、 ； ，1、 の 場合 ほど 

c  c  c  c  C  コ  し  コ 

こ 舌が 上がらす， 门 の# 合 まどに 舌が 前方に 出ない。 その場合には、 舌が e の 時よりも 上がらす、 舌が ひの 時よりも 

，一-  c  c  C 

U5 な、，。. a の ^合 こ は、 舌の 位置 は、 大體" の 時と 同様で あるが、 "の 時の やうに 後方に 引かれな いと L ふ^ 係に な 

c  C  ^ I 

つて ゐ る。 

おの 基本 a- 昔^ 「o 一 W の 三つ も、 前項の 場合に 準じて 考 へられる。 母音のう ちで、 後 舌 面 を もっとも 高く 上げて 發 

c  c  C  コ 

昔され る もの は 0 であり、 ゃ& 低い 位置で 發 音され る もの は 。であり、 これに 次ぐ もの は ひで あると いふ ことになる。 

この 基本 母音 を阖 表に して 示した のが 第一 圖 であるが、 圖 中の 黑點 は、 それ^ \ の 場合に おける 舌の 最髙 部分 を 示 

した ものである o 

右の 基本 母音 は、 主として 舌の 位置に よって 考 

圖 定 された ものであるが、 その 發 音の 際にお ける 唇 


笫 


二 の關係 はどうで あるかと いふに、 それ は、 大體上 

S-  「ンフ フフ 

述の 舌の 運動と 伴って ゐる。 すな はち *  i  e  e  a 


a の 時 は、 兩 唇の 間が^くなら ない が、 3  o  U の 


時 は、 ^おの ii が II くなる リ 

上述の 八つの &本^ 音の 外に、 舉者 はまた 七つの 副^本^ 昔 を考 •；； えして ゐるリ それ は" y  « "は a  A  y  S である。 

右のう ちで、 y は ー と •  s" は e と、 發 音-の^に おける 舌の ぼ 置 は 同じで あるが、 ie にあって は、 兩：^ 乃^が^ く 

ならない。 しかるに y0 の 時には、 兩殍 の^が 著しく 回くなる。 S は S と 舌の は S は 同じで あるが、 兩： ^ハ^が 少し 

く  M  くなる 點 において 異なる。  >=" は" と大體 同じで あるが、 兩 唇の 問が 少しく 圓 くなる 點で 異なる" は、 3  o 

U と大體 E じで あるが、 ^を圆 くしない、 唇 を 離して 發ー W する 點で 異なる。 この 副^ 木：；^:: を にして：： 小した のが 

C 

第一 一 S! である。 

第二 11 について 注意すべき は、 第一 圖の a  (# を 圓 くす る 運動の 伴 はない) に對 して、 ^を^く して 發昔 する 音が、 

C 

a に ffl 常す る 場听に 記されて ゐ ない ことで ある。 第 一 圖の 前部 母音お よび な は、 すべ て殍 を圓 くす る 運動の 伴 はない 

c  C 

ものであるが、 第二  11 の 前部 母音お よび s は、 すべて その 運動の 伴 ふ 母音で ある。 しかるに、 第二 圔 において は、 第 

1 II の a に 相 常す る もの だけが 缺 けて ゐ る。 これ は、 さう いふ 音 は、 どの 國語 にも、 特殊の 朗ぺせ として^: して ゐ ない 

C 

と^ へ ら れてゐ るからで ある。 

以卜： の 基本 母 ま：： の 外に また， 前部 母 一 ザ1、 後部 母 昔 U の 中 問、 前部 母音 y、 後部 母 昔 s の 中 I! に、 それぐ 中部 母 

昔 i ほ を考定 する。 前者 は、 # を圓 くしないで 發音 する もの、 後者 は、 ^を ra くして 發昔 する ものである。 なほ また、 

に、 VIZ 

^に、 ^一  II の 岡^の 中央に、 無^ 刖母昔 (IlKlifTerenzvokal) として a を排 澄 する。 3 は、 わかりよ くい へば、 E 

刖 して 表記し 雜ぃ、 いづれ の 母 昔と もき めに くい やうな 中間 的 母 ー背 を あら はすので ある。 

笫 二.^  の 母音の 考察  一七 


0  0 昔 聲學  一八 

Tf 上 は、 いは ゆる 基本 母 昔、 副 基本 母音の 簡略な 說明 である。 この 考定 について は、 種々 ひ 異見 を 挟む 畢者も ある 

が、 しばらく、 上述の やうな 意味で、 假定 的の 基準と して、 便宜上 これ を 採用す る こと は、 差 支 も あるまい と考 へる。 

さて、 阈 語の 母音 は、 普通に、 アイ ゥェォ の 五つで あると 考 へられて ゐ るが、 これ は、 あながち 假名に 囚 はれ、 ま 

ヒは 五十音 圖にぉ はさ^た 考へ 方で あると はい へない やうで ある。 むしろ、 逆に、 古くから、 この 五つの 母音 だけが 

一一 目 語 上の 識^ 成分と して 認められて ゐ たから、 假名の 表記の 上に も、 この 五つ だけが 區^ されて 来たので あると いへ 

よう。 國 語の 史的 考察の 上から も、 さう いふ 推論 は 下される。 現在の 各地の 方言の 考察の 上から 兑て も、 同様な こと 

がい/る。 地方に よると、 ァと H との 中 11 にある ともい はれる、 音字 * で 表記され る 母音の 用 ゐられ る こと も あるが. 

それ は 重母音の 發 音の 轉 訛から 生じた ものであって、 國 民の 言語 意識の 上で、 檫準 的の 母音で あると は考 へ られ てね 

ない。 さらに また、 精確な 實驗 によれば、 各地 方の 母音の 發 音が、 かなら すし も 同一 であると はいへ ない が、 それら 

の相異 は、 比較的 輕微 であるから、 大體 において、 國 語の 母音 は、 アイ ゥェォ の 五つで あると 考定 される。 以下、 こ 

の 五 母音に ついての 考察 を 略叙して 見よう。 

(一) ァ a 音 「ァ」 は、 前に 記した 基本 母音と いふ ものに 照らして みて、 その どれに 當 るかと 考 へて みるに、 國 

語の r ァ」 に は、 發 昔の 際に 唇を圓 くして 發音 するとい ふ 運動の 作 はない こと は 明らかで あるから、 ひで な L こと は 

明らかで ある。 さう す^ば、 s か a かとい ふこと になる。 しかし、 國 語の r ァ」 がその いづれ に 常る か を ー槪に 論定 

する こと は困睢 である。 エド ヮ ー ヅの 「日本^の 昔 聲學的 研究」 (stude  Phcll6tique  dc la  Laugue  Japcuaise.  1903) 


0 うちに は、 阈^ の 「ァ」 を a で. 表記して、 次の やうに いって ある" 

C 

日本語の 「 ァ」 は、 ほとんど ドイツ語の 〔V 一 5〕  (wl£〕 の. s の やうに 聞え る。 舌 は、 出 米る だけ 俾く 下げられ、 の 「さき 一 

は、 下齒 と齒莖 との 間の 一 點 に觸れ る。 舌 は (稿 者い ふ。 舌の 高まった 最高 點を さしてい ふ。 「ァ 一 の發音 に 際して、 ^はさ 

して 高まる とい ふ ほどで はない ので あるが、 平常の 呼吸の 際より は 幾分 か 中央部 あたりに 高まる 部分が ある。」 フラ ンス 語の 

〔1).0  (1さ8〕 の" よりも 前進し、 〔p-lt〕(pl&e〕 の "よりも 後 返す る。 口の 開き 方 は、 日 K 語の 他の すべての 35 昔に 比して 大 

ru  一 I 一 

である。 唇の 隅 は、 英語の 〔ka:t〕(cart) の a よりもつ と 引 張られる。 

右の^ 明で も 知られる やうに、 な で これ を 表記す るに しても、 阈 語の r ァ」 に はまた、 「ァ」 の 特色が あって、 フラ 

ンス 語の" を 以て 表記され る ものと はちが ふ點が あるので ある。 エド ヮ ー ヅは、 國語の 「ァ」 は ほとんど ドイツ おの 

な の やう に^える とい つて ゐ るが、 これによ つて、 すべての r ァ」 がさう であると 考へ 定める こと は 出来ない 3 

C 

のうちに は なを 以て 國語の 「ァ」 を 表記す る 人が あると 同時に、 a を 以て 表記す る 人 も ある。 A を 以てする 人 も、 a 

を 以てする 人 も あらう。 考察の 範圍ゃ 場合が ちが ふと、 「ァ」 の やうな、 變 種の 多い 性锊の 母 昔に あって は、 精確 や-期 

さっとす る^ 阆が加 はれば 加 はる ほど、 その 記載 は 々になる を 免れない。 しかも、 また、 音字 a にしても • 昔 字 a 

にしても、 これらが， 厳密な 意味に おいて、 常に 同一の 音 を 示す もので はない。 もし、 一つ一つの 場合の それ. <\ の 

打た 密に 記し 分けようと するならば、 それぐ の 相異を あら はす 無 數の昔 字が 用意され なければ ならぬ^ である „ 

音 宇 もまた 一の 符躭 である。 近似 性の 多い 幾つかの 昔 は、 一 の 音字で 代表され ると いふ ことにな つて ゐ るので ある。 

すた はん、 ^記される 昔 そのものに 多くの 變 種が 認められ、 これ を 表記す る 昔 字の 性質が 包括的で あると すれば、 こ 


國 0 i せ. i せ ^  二 〇 

の 場合に おいても、 「ァ」 の發 昔の もっとも 普遍的な 特徵 をと つて、 7 か a の いづれ か を 代表的の 記號 として 採用す ベ 

きので あらう。 しかるに、 その 普遍的な 特徴 を 見出す とい ふの が、 また 困難で あるが、 まづ r ァ」 にあって は、 ^の 

全 體の化 置が 五 母音 中 もっとも 低い とい ふこと、 したがって、 舌の 最高 點と 口蓋との 距離 は 五 母音 中 もっとも 遠い と 

いふ こと、 n の 開き 方 は 五 母音 中 もっとも 大きい とい ふこと、 この 三つの 點が、 「ァ」 の發 昔の^^ 的 特徴で ある こと 

は、 疑 を容. ^ない。 舌が 平常の 場合よりも 少しく 高まる ので、 これに 伴って 舌が 後退す ると いふ こと も、 一^に 認め 

られ る。 た^その 後退が どのく らゐの 程度で あるかが 問题 となる ので ある。 舌が ほんの 少しば かり 後に 引かれる だけ 

であれば、 それ は、 a で 代表され る 昔で あり、 舌の さきが 下 齒と齒 齦との に觸れ ると いふ 程度、 もしくは それ 以上 

C 

に 後に 引かれる ので あれば， それ は "で 代表され る 音で あると いふ ことになるが、 國語の r ァ」 は、 いづれ かとい へ 

ば、 後者の 場合で あるの が 普通な ので あらう。 

國語の 「 ァ」 の^ 表 的の もの を、 as の 中 問に^ する ものと 解す る 舉者も ある。 佐久 ii^ 氏 は T 日 木 昔 ^寧」 のう 

ちで、. 1： 語 特に 東京 語に おける r ァ」 は、 ィ h スペル セン のい は ゆる 「中」 の 「ァ」 すな はち A に 富る といって ゐら 

れ る。 イエ スべ ル センが 「中」 といって ゐ るの は * 「前」 の a、 「後」 の" の 中間に 位する ものな ので ある。 佐久 11 氏 は 

c  C 

なほ、 「ァ」 が犟 獨に發 昔され る 場合 は、 まづ 上述の 如くで あるが、 速 音に あって は、 その 調音に 多少の 異同 を 生じる 

のが 常で あると いひ、 いろ/ \ の 調音の すべり を 生じた もの を あげて 區 別して ゐられ る" これ は、 精し い 考察で は あ 

るが、 それらの 相 異な ども、 わが 國語 の發 音の 上で は 別々 の 價値を もって ゐな いので あるから、 莨 際の 侗々 の 場合の 

發 音に 卽 した 實驗 的お 察の 上で は、 さう いふ 變 種の^ 在 は 認められる にしても、 普通の 「ァ」 の 昔と して は 前述の や 


うな もの を 代表的の ものと 考 t  , これ を 表記す ^音字と して は a を 以てする ことと^ めて よから うとお も ふ。 こひ點 

v-し 

について は、 イエス ベル センが、 

宵 際にお いて は、 a の-一 ユア ン スは澤 山あって、 相互に 相 通ず る。 口が 廣く 開かれて ゐ るから、 舌の 運動が、 かなり 自由で 

ある。 しかして、 往々 にして、 認知し がたい ほどの、 また， 今日 〇 科^の 狀態 では、 合理的に これ を 記述す る ことの 非常にむ 

づ かしい (不可能と いふべき ではな いまでも) き はめて 些少の 差異 も、 それぐ の 音に ちがった 特色 を與 へる。 であるから、 

ドイツ語 や 英語の やうな、 二つの" の 音に 別々 の 廣値 を賦與 しない 類の 國語 にあって は、 音^ を用ゐ るに 當 つて、 a を-^ の 

共通の 記號 として 用ゐ てよ い。 (p  J5PS. さ n:  Lehrlssh  iler  Phenctik.  1920.  S. 】{52. ン 

といって ゐる說 明 は、 移して 以て！： 語の 上に も 適用し 得べき ので は あるまい か。 

(一二  4 1： 語の 母 「 ィ」 について 佐久問 氏の 述べて ゐられ ると ころ は、 從來 の諸說 以上に、 よくこの 昔の 特& 

を 明らかにして ゐる。 その 說は 左の 如くで ある。 

束 京 語に おける. 「ィ」 は、 フランス . ィ ギリスな どのと はよ ほどち がふ。 前哲 あるひ は 中 舌が いちじるしく 高まり、 口  の 

C 曲に 沿うて せばまり を 作る が、 舌の 「へり 一 や 「さき」 の 部分 は、 ずっと 下の 方へ 向って ゐる。 これ を 明瞭に 發昔 しょうと 

努める とき は、 下顎に 接近し、 しかも 唇 はかへ つて 上下お よび 左右に ひろげられる。 この 位置で 「こ ゑ」 を 出さずに 强く 「い 

き」 を 出す と、 その 迸り 出る 方问 が、 著しく 下方に 向って ゐる こと を 知る。 かやう に 舌の 「さき」 が 下の 方に 向 ひ、 多く 下齒 

のうしろ にある やうな 調 昔を營 むの は、 東京 語の 「 ィ」 の 特色で ある。 (日本 音 聲學八 七： 良) 

こ ハ^^の 「ィ」 を あら はすに、 普通に 昔 字 i を W ゐる。 基本^ 昔の 岡^に 用 ゐられ てゐる ー は. 前に も 述べた や 

うに. や：：". ra をす つと 高く 上げて 發音 する 場合の 前部 母音で、 ^の阆 まりの 作 はない 場合の ものであるから *  s^i  二 

^二な ^おの 母 昔の 考察  二 一 


0  ^ 昔 * 學  ニニ 

r ィ」 を これで あら はすこと は至當 である。 もっとも、 こ、 に 注意すべき は、 國語の 「ィ」 にあって は、 舌の 「さき」 

がすつ と 下の 方へ 向 ふとい ふの が、 その 特色と なって ゐる ことで ある。 フランス語 や ドイツ語 にも、 こ si であら は 

される 母 昔が あるが、 く はしく い へば、 國 語の r ィ」 とちが ふ點も ある けれども、 上述の 特色 だけ は 共通で あるから、 

同じ 音字 を 以て これ を あら はし、 これ を 同類の 昔と 見て 差 支ない。 

阈 語の 「ィ」 の發 音に 際して は、 上述の やうに 舌の 「さき」 の 部分が すっと 下り、 前 舌 面 は 著しく 高まる。 そこで 

/J/J  ZJ/J 

td などが この 昔の 前に 來る 時には、 td の發昔 のし かたが、 「ィ」 の發 音の しかたの 影響 をう け、 これに 同化 される 

ので、 td の 昔が 變る。 何と なれば、 t も d も、 舌の 「さき」 を 上げて、 これ を齒 背に あて、 發昔 する 昔で あるのに、 

それにつ^く 「ィ」 は、 舌の 「さき」 を 下げ、 前 舌 面 を 高めて 發昔 する 昔で あるから、 母 昔の 影響 をう けて、 td が 

口蓋 化され、 〔t.i〕〔(li〕 が 「チ」 〔tfi〕 「ヂ」 〔d3i〕 となる。 これ は、 タチッ テト、 ダ ヂヅデ ドを發 昔して みれば よく わ 

かる ことであって、 「タ」 「ダ」 の 場合の 子 昔の 發 音の 際に は、 舌の 「さき」 が 明らかに 齒 背に つくが、 「チ」 「ヂ」 の 

場合の 子音の 發 昔の 際に は、 それが ちがって 來る。 ナ 一一 ヌネノ の 場合に も、 「-こ だけが、 やはり 母音 ー の 影響 をう け 

C 

て n が 化される。 これらに ついては、 なほ 後 章で く はしく 述べる ことにする。 

前の茈 木 母 昔の 表に は i に對 する y が ある。 y は、 齊 通に、 殍を圆 くして 發 音され た i の 音であって、 ー と y との 

匸  c  c  c  c  C 

相異 は、 前者に あって は、 兩殍の 問が、 自然の 開き 方、 扁平な 形で あり、 後者に あって は、 兩唇を 少しく つぼめて 前 

に 出す ために、 兩唇の 間が 阆 形になる とい ふ點 だけに あると 考 へられて ゐ るが、 これ も必 すし もさう 劃一 的で はない。 

ドイツ語の！ V, の^ 合に は. 巧のに 澄すな はち 古の 高まりが i よりも まく、 ほとんど e の 場 八：： におけると 同じ 高まりで 


發： 3- さ亇る ことが めづ らしく たいとい ふ J かう いふ 風な y の 母音 は、 圃語の 普通の^ 音に はない。 

(三) ゥ ft 本 母 恋：； の^に は、 U と s とが あるが、 阈 語の 「ゥ」 は 明らかに ョ ー 口 づパ 語の U とはちがってゐる。 

0 は、 殍の 形を圆 くして 發音 する 音で あるが、 國語の 「ゥ」 の發昔 に は、 さう いふ 唇の 運動 は 伴 はない。 ^は、 た^ 

上下から 接近す る だけであって、 下顎の 運動に よる 自然の 位置 をと るに 過ぎたい。 h ドヮ ー ヅは、 次の やうに 說 明し 

てゐ る。  . 

日本語の 「ゥ」 は、 口 ー マンス 語ゃゼ ルマン 語の U の やうな、 唇を圓 くして 發昔 する 母音で はない。 唇 は、 ほとんど 屮立的 

の狀 1 にある。 口 は 狭い 本. 隙 をつ くる。 その 開き 方 は、 日本語の i の 時よりも 少ぃ。 舌 は、 下齒 の齒苹 に觸れ るか 觸れ なや か 

ぐら ゐで、 舌 尖が 口蓋の 方に 輕く まくれ あがる。 後 舌 面が 高まる が、 その 高まり は、 英語の 〔1 ま〕 (1st) の 卜の 場合に おける 

よりも 少ぃ。 (_ ト略 y 

おの 說明 は、 大體 において. 要領 を 得て ゐる。 ョ 10 ゥパ 語の 「ゥ」 に は、 唇を阆 くして 發昔 するとい ふ 特徴が あり- 

^お の  r ゥ」 に は、 さう いふ 特徴がない。 すな はち、 國 語の 「ゥ」 の 場合に は 唇が 自然 的の 狀 態に ある。 前者 は ひで 

表記され る 昔で あり、 後者 は 3 で 表記され る 音で ある。 さらに また、 U と S とのもう 一 つの 明らかな 發昔 上の 相異を 

U こあって は、 舌が 著しく 後退す る. したがって 舌の 「さき」 と下齒 の齒莖 とはい くら か 離れる、 し 力る 

こ、 3. こあって は、 ^1 がそれ ほど 後退し ない、 したがって、 H ドヮ ー ヅの說 明に も ある 通りに、 舌の 「さき」 カ下谘 

C 

の嗨^ に觸れ もす るし、 まくれ あがり もす るので ある。 

この 栩の 3 が、 多くの ョ ー 口 てハ 人に とって、 かなり 發 昔し にくい ものである こと は、 ノエ ー ル. ァ ー ムフィ ー ル 

C 
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ド の、 次の やうな 記述で 知る ことが 出来る。 

屑を圓 くす る 運動 を 伴 はない 後部 母音のう ちで、 特に われ/ \の 注意 を 要する の は * 舌 を U の 場合の 狀態 におき C, 稿 者い ふ。 

同 語の 「ゥ」 にあって は、 舌が U の 場合 ほどに 後 返しない こと は. 前に 述べた 通りで ある。/  g を a または" の 場合の 狀^ こ 

c  c  C 

おいて 發音 する ものである。 この 音に は 多くの 變種 があって、 中には、 その 成立ちが どうい ふ 音 かを說 明す る ことの 非常にむ 

づ かしい ものが ある。 しかし、 その 典型的の もの は、 ロシャ 語に おいて、 ゲ ー ル語 において、 マラ ティ 婆羅門の 梵語の 發 音に 

おいて、 これ を 聞く ことが 出来る。 この 音 を學 習す る もの は、 まづ緊 性、 緩 性の u  C2S  ri  tyl-c  lll-l  1-lx  tyls  of  11.) を、 

唇の いろ/、 の 度合に 開いて 發 音して みるが よい。 この、 もっとも 普通な 型 は、 おそらく は、 舌 を フランス語の 緊 性の" を 發 

音す る 1 におき、 唇 を" を發 音す る 1 において 發音 する もので あらう。 C 稿 者い ふ。 緊 性と は、 舌の 筋 を 緊張 させて 發昔 

する もの、 緩 性と は、 緊張 させないで 發昔 する もの を 意味す る。 J この 音 それ 自身 は發 昔し にくい もので はない が、 唇 的 千 音 

の 次に 來る 5S- に は、 や、 困難で ある。 この 母音 を あら はす 音字 は 3 である。 (下 咯〕 ？  Nci51-Armfiuw  ：  GS531  rhsstips. 

C 

Fourth  edition,  1931. r. 101.) 

阈 語の r ゥ」 の 標準 的の もの は、 上記の やうな ものであるが、 國 語に は r ゥ」 の變 種と して 注意 を 要する 、佐久 

鼎 氏が 中 舌 母音の 一 つと して 取扱って ゐる 「ゥ」 が ある。 普通の 「ゥ」 の 場合で は、 舌の 高まり は 後部に あり、 その 

最高 點は後 舌 面に あるから、 これ は、 後 舌 母音の r ゥ」 であるが、 その 高まりが 前進して、 古の 中部に 最高 點が 移つ 

て來 ると、 ちがった 音色の、 いは ゆる 中 舌 母 昔の 「ゥ」 が 聞え る。 佐久 問 氏 は、 これ を ：3 で^ 記し、 

C 

この 母音で は、 n の あきは r ゥ」 乃が- 「ィ」 と同樣 であるが、 調音 域が r ゥ」 よりも 前方に あり、 舌 面の 高まり 方 はこれ より 


少 くなる が、 おの 前部が かへ つてす つと 硬口蓋に 近くな り、 唇 は 「ゥ J よりも 少しく 大きく ひらく  (「 ィ」 より は 小さい ひ) 

と說 明し、 なほ、 その 分布に ついては、 次の やうな 考察 を 加へ て ゐられ る。 

中哲 母音 ：s は、 東京 語で は 「ス • ッ • ズ r ッ)」 の 連 音に かぎって あら はれる。 すな はち S と Z とに 接 するとき だけ、 「 ゥ」 

c  c  r 

の 位^に 代って 發音 される ものである。 關東 地方で は 一般に さう であるが、 關西 地方で は、 この 接 檢の垛 合に も r ゥ」 を、 す 

な はち 後 vt 母 昔 3 を W ゐる やうで ある。 

^ I 一 

^北 地方で は、 後 舌 母音 B をつ か はず、 その代りに すべて 中 舌 母音： S をつ かふ 方言が すこぶる 多い。 WW 方言 も 同樣 である。 

これ はい は ゆる 「ズ ー ズ ー 辯」 の 特色 をな す發昔 上の 地方 的 特色で ある。 (以上、 n 本音 驗學九 三、 九 四： A> 

佐久間 はは、 また、 中 舌 母音の i が 東北 地方の 方言に 存 する こと を說 いて ゐられ る。 その 說 によると、 r 前^ e 音 「ィ」 の 調 

、に：： において 舌 面と 口蓋との 接近が 少く なり、 同時に 舌の さき はか へって 齒ぐ きのうら に 近くな り、 そこに ゎづ かの すきま をの 

こし、 唇が s におけるよりも 一層 開いて、 時として は r ィ」 の 程度に も 及ぶ やうに すると、 中 舌 母音 が出來 る。 これ は、 そ 

の Mun^.a 、中^: 母- W ^に 近く、 音色に も 似た ところが ある。」 「中 舌 母 昔 i は 東京 語に はまった く 現 はれない。 柬北也 方で はし 

ばく 「ィ」 の 代りに 用 ゐられ る。 その 調音が： S に 近く、 その 昔 ft! も 相似て ゐる ところから、 .i のか はりに ：3 が あら はれ、 か 

くて 東北 方言に おける r ィ」 と r ゥ」 との 混同 をき たす もので あらう。」 (日本 昔 聲學九 五、 九 六 ".00 とい ふこと である。 

さて 右の やうな 「 ゥ」 について 考 へる に當 つて、 國 語の 檫準 語と みるべき 東京 語に、 たまく 二種の 「ゥ」 が^め 

られ るから といって、 國 語の 「ゥ」 に、 二種の 某 準 的の ものが あると はいへ ない 。莨 際の 發昔 において は、 或^ 合に 

^饨の 「ゥ」 が あるに しても、 大多数の 場合に は 他の r ゥ」 が 用ゐら れてゐ るし、 また その 刖嵇の r ゥ」 は、 曾お，； 

^训的 成分と はなって ゐ ないから である。 實 際の 考察の 結果 を 記述す るに 當 つても *  :3 は 待殊の ^昔 を 示す ものと し 
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て 取扱 はれるべき であらう。 東北 方言に おいて、 ：3 が 標準^の 「ゥ」 の 代りに 普通に £ ゐられ るから といって、 國^ 

に は、 二種の 「ゥ」 が あると いふ こと は 出来ない" た^ 東北 方言の r ゥ」 は： a であると いふ ことが、 考察の 結果と し 

て いはれ 得る に 止まる。 

しかるに、 臺 獰 の恭語 パイ ワン 語の 如きに あって は、 二種の 「ゥ」 があって、 共に 言語の 識^ 的 成分と して あら は 

れてゐ る。 小川 尙蕤 氏の 「 パ ィ ヮ ン語 集」 (臺 湾總^ 府刊) を檢 する に、 tsm ヨ 1 (烟) 3a4sflvul (ケム タイ) pa-tsll- 

Yul( ケムル ) (l-ihn-uzeqozip(i9 の やうに、 一語 中 「ゥ」 が- U と U との 二様に 表記され てゐる ものが 多い。 これ を 

同書の 凡例に @ す るに、 -U は 「唇 ヲ扁 クシ テ發 スル 一. 種ノ 音」 であり、 "は r 實際 ハウ • オノ 中^ ノ昔」 であると い 

ふ。 しかも、 "は、 懸藥垂 部で 發 音され る q の 音、 顫動 昔の r の 前後、 および ァの 音の 前で はォに 近く 發 音され ると 

い"。 すな はち、 ^に舉 げた 例のう ちの ql-Jmuzeqozip について 見る に、 語頭に ある q の 次の 音 は、 同じく 「ゥ」 で 

は あるが、 殍を扁 くして 發 する- U であるから、 q が 前に あっても 變 化しない けれども、 qozip と ある qo の = は、 一： 几 

來 U である もので、 それ は 同じく 「 ゥ」 では あるが、 U で 表記され る ものであるから、 q の 次に おいて は 。に發 1HH さ 

れる わけで ある。 (以上の 表記法 は 「パイ ワン 語 集」 による。) これでみ ると、 パイ ワン 語に は 明らかに 二 糨 の r ゥ」 

が相竝 んで存 するとい へる ので ある。 

朝鮮語に は、 三沌の 「ゥ」 が ある やうで ある。 小食 進 平氏の 「朝鮮 母音の 記號 表記法に 就いて」 (音 獰舉 協會編 「音 

饕の 硏究」 第 四^: 所收) によると、 ( 一 ) 諺. であら， はされ る 音で ：3 を 以て^ 記す ベ きもの、 (一 一) 諺. X 年で あら はさ 

C 

れる 音で U を 以て 表記すべき もの， (三) 讒文 o 一で あら はされ る 昔で .3 を 以て 表記すべき ものの 二 極が すな はち それで 


ある。 第 一 かもの は、 前に 述べた、 國 語の いは ゆる 中 舌^ 音の ：3 に相當 する ものであるが、 第二の もの は、 口 ー マ ン 

C 

ス^ ゃゼル マン 語の U と 同^な 音で、 圃； s!i の 「ゥ」 と は 異なる。 第三の もの は、 き はめて 特殊た 昔で ある。 八/、 小食 

C 

氏の 說く 所に よって" その 大要 を說 いて 見よう。 まづ (一) の T の あら はす 音に は、 二つの ものが ある。 一は a の 昔 

で、 一 は ：3 の 昔で ある。 例へば、 p-tr は 「負 ふ」 とい ふ 意味 を 示し、 また、 「無」 とい ふ 意味 を も 示す が、 「負 ふ」 を 意 

^する 時の 發音は 〔つ pta〕 であり、 「無」 を 意味す る 時の 發音は 「」Apta〕 である。 また a にも 「罰」 と 「^：」 との ニ義 

が ある。 「罰」 を 意味す る 時 は 〔p 三〕 「蜂」 を 意味す る 時 は 〔p & 1〕 と發 昔され る。 すな はち、 同じ^ 文の. ^ にニ樣 

の狻音 が あるので あるが * 問題と なる の は、 ：3 の 場合で ある。 この 後者の 場合に ついて、 小 含 氏 は、 「私 は 此の 音 は國 

C 

^ゥ 3 と 同様に 兩唇 の^み を帶ば す、 しかも ゥの 場き よりも^ I 尖 を 前方に 引き出し 舌 面 を 低く 平らかに する ことによ 

つて 發 音せられ る 中性 的の 音と 考 へる。 私 は ：3 を 以て 之 を 表 はす。」 といつ て ゐられ る。 前に 述べた 國 語の 中 舌 母音 

C 

S:3 とい ふの も、 後 舌 面の 高まりが 中部に 移り、 その 高まり もや  >-少 くな り、 舌のお 部が 硬口蓋に 近くなる とい ふや 

C  、 

うな 發音 なので あるから、 大體 において、 同様な 發音 であると い へる。 小 倉 氏の 說き方 は、 同じ 狀態を 他の 方面から 

たので あると 考 へられる。 

(二) の牟の あら はす 音に ついて、 小 倉 氏 は 、「此の 01 は、 國語の ゥとは 性質 を 異にし、 雨^; を 十分に はたらかせ、 

之 を 前方に 突出す ことによって 發音 する 音であって、 記號 として は U でよ ろしい と 思 ふ。」 といって ゐられ る。 これ 

は、 從來の 畢^の 所說と 一 致して ゐ るが、 (三) の o 一の あら はす 音に ついての 小 倉 氏の 所說に は、 注意すべき 新しい 見 

解が 見えて ゐる。 從來、 阈語の 「ゥ」 を 朝鮮語の o て」 比較して 說 いた 學者 は、 多く、 國語の 「ゥ」 の發昔 の 時の やう 
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に 舌 を 緊張 させす に、 唇の 兩側を 左右に 强く 引いて 「ゥ」 を發音 すれば 朝鮮語の o 一が 發 音され ると 說 明して ゐ たやう 

である。 しかるに、 小 倉 氏 は、 この 音の 性質 を 論じて 「元来 此の 文字の 音 價を考 へる のに、 二つの 要素が 含まれて ゐ 

る やうで ある。 第一 に 舌の 位置 を 見る に、 其の後 部が ：3 の 位置 を 取る 點に 於て は U 種の 後方 母音た る こと を 意味す る。 

然るに ：3 と 異なる 點は、 :3 に 更に i の 分子が 加 はる ことで ある。 卽ち せの 後部が 降-起す ると 同時に i の 持徵 たる 舌の 

前部 も 隆起し (卽ち 舌 面 全部が 隆起し) 同時に i の特徵 たる 兩唇 口角の 左右への 牽引 現象が 著しく 加 はるので ある。 

兩 口角 を 左右に 引けば 引く ほど 此の 音の 特質が 明瞭に なつ て來 るの は、 i 昔が 多分に 含まれて 居る こと を證 する もの 

である。 尙ほ阆 の點 のみより 觀 察する と、 ：3 に は 輕微な 阆殍を 作 ふが o 一に は 些か も それ を 伴 はぬ 點に 於て 根本的の 

相逮が ある" 要するに、 兩者 とも 口腔の 中部に 於て 發音 せられる 中性 的の 母音と 稱 する ことが 出來 るが、 o 一は 寧ろ ：3 

C 

よりも 前方に 位する といへ よう。」 とい ひ、 「斯く  o 一は i:s の 中間 音で は あるが、 普通に U 種の 昔と おへられて 居る か 

ら、 私 は 之に 對 して .3 なる 記 號を用 ひる。」 といって ゐられ る。 

C 

(四) . H 國語の 母音 「H」 について は、 どうい ふ發 昔が 標準 的の もので あるか を 論定す る こと はむ づ かしい。 何 

となれば、 「ヱ」 は、 舌の 上げ 方の 如何、 古の 上がる 度合の 多少、 口の 開き 方の 大小に よって、 いろくに 變る 可能性 

を もって ゐ るからで ある。 概してい へば、 「H」 の 音 は、 前 舌 を n 蓋の 前部、 齒莖の 後に 近づけ、 舌の 「さき」 を や、 

ひつ こめて 發音 するとい ふの が、 その 發音の 方法で あるが、 この場合 における 前 舌 面と 口蓋との 間の 隔たりの 如何に 

よって、 音色に 相異を 生じる こと はいふまで もない。 昔聲舉 ^は、 假 にこれ を 二つに 類^し、 その 隔たりの 比 较的狹 


ハぉ 介の もの を、 e で 表記し、 比較的 糜ぃ 場合の もの を e で 表記す る ことにして ゐる。 普通に 昔 字 e で 表記され る 昔で 
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は、 前 や  1： の兩緣 がほんの 少しば かり 口蓋に 觸れる 程度に 上がり、 したがって、 横の 幅が 狹く なり、 屮が 凹線狀 をな し- 

^も ひどく 緊張す るので  あるが、  國語の rH」 の發 音に あって は、 舌の 兩緣が 特に 口蓋に 觸れる 程度に 上がる とい ふ 

やうな ことが なく、 一  體に前 舌の 上がり 方が 低い。 さう すれば、 國 語の 「H  ； の 昔 は、 05か  <= かとい ふこと になる が、 

H ドヮ ー ヅも、 國 語の rH」 を 「全く 固定した 昔で はない、 個人々 々によって 發昔 がちが ふ。」 とい ひ、 佐久 ii 氏 も 

「東京 語に 行 はれる 「H」 は、 その 調音と 音色と において、 あまり 固定して ゐ ない。 個人的に 出 人が あり * 社^的に 

倾向 があって (中略) 敎養 ある 社會 において は、 むしろ 多く、  e が 行 はれる と 思 ふ。 e すな はち n の あきの 廣 いもの は 

において 廣く行 はれ、 いは ゆる 下町風の 色 合が 多い。」 といって ゐられ る やうに 、e とも £ とも^め 難い。 

國 語の 「ェ」 は、 e から e の ii の發 音で あると みるの が 正しい 考へ 方で あらう。 

「ヱ」 を 表記す るに は、 從來 e を 用 ゐてゐ る 人が 多い やうで あるが、 無論 それ は、 特殊の 制約の 下に、 便-:? I 

C 

上 これ を 用 ゐてゐ るので あって、 上述の やうな e の 本来の 特質が 阈 語の rH」 に存 して ゐる こと を 認めて ゐ るので は 

C  ン  _ 

ない。 さう であると すれば、 く はしく 書き わける に は、 その 發 音の 特質に したがって、 その 場合により *  、e または £ 

を用ゐ るべき であらう が、 槪括 的に 國 語の 「ェ」 を あら はす ものと して は、 從來の やうに e を もって これ を あら はし 

て も 差 支が あるまい と 思 ふ。 パ ー マ 氏 は、 「cl 1 マ 字書き の 原理」 (Harold  E.  Palmer:  -Tile  jni  uciple  of  Ktl=;uliz:l- 

ticll,  1930.) のうちで、 阈 語の 「ェ」 を 書き あら はすに、 廣 式すな はち Phonemic  notaticn の 場合に は e を 用ゐ、 

狹 式す な はち Monophonic  notation の 場き に は e を F ゐてゐ る。 
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殺密な 意味に おいて、 音字 e によって あら はされ る 音 は、 國語の H と はちが ふとい ふこと を 前に 述べた が、 ^久^ 

c  C 

氏に よれば、 方言のう ちに は、 その 昔が あると いふ。 氏 は、 これにつ いて、 次の やうに 述べて ゐられ る。 

この種の 35 音 は、 國 語の 方言のう ちに は ある。 例へば、 越後 地方で は、 「H」 と 「ィ」 とを區 別し ないで、 共に-, >  を 以て 發耆 

する。 これ を 東京 語の 「ェ」 と比较 すると、 發音の 仕方お よび 音色に おいて、 すこぶる 差異が ある。 東京の 人 は、 越後の 人の 

r ェ」 (すな はち ！o を r ィ」 の やうに、 また その r ィ」 (すな はち" ) を 「ェ」 の やうに 聞く。  r ィ」 とい ふべき もの を r ェ」 

とい ひ、 「 ェ」 とい ふべき もの を 「ィ」 とい ひ あやまる と 普通に はいふが、 實際 はまった く 同じ 母音 e を いづれ の 場合に も用ゐ 

C 

てゐ るの を、 聞く 方で さう 聞き取る ので ある。 (日本 昔聲學 八 四 頁) 

氏の かう いふ 見解 は、 すでに 氏の 舊著 「國 語の 發音と ァクセ ント」 (大正 八 年刊、 七 一 頁) にも 見えて ゐ たので ある 

が、 從來 越後 地方の 發音 における 「H」 と 「ィ」 との 混同 (？) について 發 表された 意見のう ちで は、 もっとも 明快 

な論斷 である" 並：； 通に は、 「 ェ 」 でもない、 「ィ」 でもない  >  中間の 昔が 發 昔され るので あると いふ 漠然たる 說 明が 行 は 

れてゐ たので あるが、 これ を e の 昔で あると 斷 じたの は、 たしかに 一新 見解で ある。 しかし、 果して こ が，： え 論と な 

C 

り 得る かどう か は、 なほ 將來の 考察に 待たなければ なるまい。 

また、 r ェ」 の發 昔の 場合の 口の 開きが もっと 廣く なれば、 「ァ」 の 色彩 を帶 びた 「ェ」 の 音が 聞かれる。 これ は e と 

C 

a との^の 音であって、 音字お を 以て 表記され る ものである。 國， 語の 標準 的發 昔に はこの 音 はない が、 方言のう ちに 

は、 「アイ」 「ァ H」 の ffi 母 昔 を この 昔に 發昔 する のが ある。 

(五) ォ 阈語の r ォ」 の 音 は、 舌 を 少しく 後方に 引いて、 後 舌 面を軟 n 蓋に， M つて 高め、 ！i- の 左右 兩端を ほんの 


少し 中央に よせて 發音 する 音で ある。 舌の 高まり は、 「 ゥ」 の 場合 ほどに 髙く はならない。 「ァ」 を發 昔す る 場 介 の" 

まりと、 「ゥ」 の 場合の それとの 中 問ぐ らゐに とぐまる のが 普通で ある。 後 舌の 高まりの 度 八；； は、 古の 後方への 引き 方 

と 比例す る。 口腔の 前部の 共鳴 域の 廣 さが、 それによ つてち がって 來る。 また、 國 語の r ゥ」 の發 音の 際にお ける！： 

の ii き 方 は、 やはり 「 ゥ」 と 「ァ」 との 中 問ぐ らゐ である。 

國^ の 「ォ」 の發 昔に おいて は、 唇の 左右 兩端を ほんの 少し だけ 中央に よせる ので、 兩 it 「の に圆ぃ {41- 隙が 出来る 

が、 國語の 母音のう ちで、 # の 阆めを 伴 ふ 音 は、 これ だけで ある。 しかし、 この場合に おいても、 ^を 前方に 突出す 

とい ふやうな 積極的の 運動 は 伴 はない。 唇に 阆み をつ ける 關係 上、 ほんの 少し だけ、 自然に 前に 出る に過ぎない。 

國語の 「ォ」 の 音 は、 普通に o で 表記され る。 これ をョ In  了ハ 語の o で 表記され る 音と 比較 すれば、 幾分 かのち 

が ひ は あるが、 大體 において、 阈 語の 「ォ」 も 0 を 以て 表記す る ものと 定めて 差 支ない と 思 ふ」 

C 

以上 述べて 來た ところ は、 國語の 五 母音と いはれ る ものに ついての、 大體 の解說 であるが、 かう いふ 識刖的 檫準か 

ら、 音の 莨 際 的 考察に はいって、 われく の 耳に する 音が、 果して その 標準に 合致す るか どうか、 もしち がふと すれ 

ば どうい ふ點 において 異なる かとい ふこと に 注意 すれば、 音の 考察 は、 比铰 的よ くその 目的 を 達する ことが 出来る。 

これ は、 後に 述べる 子音の 場合に おいても 同様で あるが、 子音に あって は、 音の 性質 上、 わり あ ひに、 發音 上の 相異 

がわれ./ \ の 注意に 上り やすい。 たと へば、 P の 一 W の 如き ものに あって は、 一 日： 兩殍を 閉ぢて 急に これ を 開く とい ふ 

のが、 その 發 音の 特徴と なって ゐ るので、 もし、 その 際に、 兩唇 を閉ぢ ると いふ 動作が 行 はれなければ、 昔の SS えの 

笫 二な の^ 昔の 考察  コ 一 J 


國 0 昔 ^  0.  二 1 一 

上に 著しい 相異が あら はれて 來 るので、 それ はすぐ われく の 注意に 上る。 しかし、 同じ 子音で あっても、 t の 音に 

C 

たると、 舌の さきと、 齒 とか 口蓋の 或 部分と かが 一 日； 密着 するとい ふこと が發音 の 一條 件と なって ゐ るので あるから、 

比較的 はっきり ^^され 得る 害で あるが、 舌の さき を 上齒の 背面に あて 、發 音す る もの、 齒槽 突起に あて 、發昔 する 

もの、 舌の さき を 少しく 後方に まげ、 口蓋の もっとも 高い 部分、 すな はち 硬口蓋と 軟口蓋との 境目 あたりに あて k 發 

一 W する ものな どの 區 別の 如き は、 專門 的の 知識 を もって ゐる もの でなければ 識刖 する ことが 困難で あらう。 ところが、 

母^に あって は、 兩唇を ぴたりと 閉ぢ ると か、 舌の さきと の 或 部分と を 密着させる とい ふやうな 際立った 發昔遝 

動が 伴 はない。 舌 を 上げる といっても， 舌 を 高める といっても、 どのく らゐ とい ふ 尺度 をき める わけに はいかない。 

前の 某： 本 母音の 表に 示した やうに、 前部 母 昔と か 後部 母 昔と かい ふ もの は、 大體 において 一 一つ に 分けて 見られる が、 

その 同じ 前部 母 昔、 同じ 後部 母 昔のう ちに、 各種の 母音の 認められ るの は、 (他の 條件も 伴 ふが) 主として、 古の 上げ 

方、 舌の 高まり 方の 相 異によ つて 生^る、. 昔の 聞え の 相 異によ る。 その上げ 方、 高まり 方 は、 次の やうな！ n 一線 上に 

これ を 示す ことが 出来る。 

i  I  e  re  e  K  a 


u  u  o  >0  o  »  a 

c  c  c  v I ~  c  c  c 


おの 表のう ちで *  a は- 前部 母 昔 中、 舌の 上げ 方の もっとも 低い もので あり、 。は * 後部 母 昔 屮、 古の 上げ 方の も 


つと も 低い ものである。 これから、 漸次 舌 を 上げる (その 運動と 共に、 舌 を や 、後に ひくと か、 唇の 形を變 へる とか 

いふ やうな 運動の 加 はる こと も あるが) にしたがって、 音の 聞え が變 つて 來る。 a から i、 "から U までの as の 出に、 

c  c  c  C 

われ^ \ の 苦 通に 數へ あげる 母音の 數 以上の ものが 聞かれる こと は、 すでに 述べた 通りで ある。 しかし、 それらのう 

ちに、 一一 一 一；：， 語 上の 識別 成分と なり 得る もの は、 ある 數に 限られて ゐる。 これ は、 各阈 語、 各方 一一 一一！： によって異なる ことが 

多い から、 一概に これ を 論定す る こと は出來 ない。 そこで、 母 昔 考察の 基準と なり 得べき もの を 考^した のが、 いは 

ゆる 基本 母音な ので あり、 その 基本 母音 に照らして 國語 の 母 昔 を 考察し て 見た 結果が 、 大體 上述の 通りになる ので あ 

る" 

しかし、 いふまで もな く、 國 語の 母音と いふ ものに も、 仔細に これ を 考察して ゆく と、 なほ 旣述 以外の 秫 別が 認め 

得られる ので あるが、 東京 語を檫 準と して みれば、 それら は、 言語の 識別 的 成分と は考 へられない。 國 語の 「H」 が 

、e と £ との を往來 する にしても， これ を e の 一 種と して e で 表記して よいと いふ 哩 由 は、 かう い ふ點 にも^して ゐ 

^ II 一 c  c  C 

る けれども、 方言 的 發昔を 考察す る やうな 時には、 國 語の 發 音の 基準と して 考定 された もの を 標準と して、 考察の 對 

象と なる 方言に 臨まなければ ならない こと は い ふまで もない。 

次に、 母 昔に 關聯 して 述 ぶべき は 通 鼻 母音の ことで ある。 純粹の 母音 は、 その 本来の 性質 上、 發 昔に 際して、 腔 

への 通路が 閉 ぢられ るの を 原則と する。 すな はち、 軟口蓋の 後端が 上がって 咽頭の 壁に 密着し、 ^^ベの 通路が 塞が 

れる。 それで、 純 粹の母 昔に あって は、 口腔 だけが その 共鳴 窒 となる ので ある 。しかるに、 母 昔の 發昔に 際して、 * 
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K へ の 通路が 閉 ぢられ す、 したがって 鼻腔 もまた その 共鳴 室と なり 、「こも」 が 特殊の 昔 色を帶 びる ことがある。 かう 

いふ 場合の 母音 は、 ^的 母 一 W もしくは 通 鼻 母音と よばれる。 國語 によって は、 この種の 通^ 母音が、 純粹の 母音と 相 

竝ん で、 冇 力な、 言語の 識刖的 成分と なる。 フランス語の 如き は、 その 著しい 例で あるが、 わが 國語 にあって は、 通 

袅母 昔 は、 一一 目 語の 識別 的 成分と して 1EH 別され るに 至って ゐ ない U しかし、 資 際の 發 昔と して は、 かう いふ 類の もの も 

見出される。 「アナ ター (贵 方) とい ふ 語 を 〔a:ta〕 の やうに 發昔 する こと はめ づ らしく はない。 「 ェ」 もまた^ 昔 化 

される。 佐 久間氏 は、 「たと へば、 「股に 見えない」 における 「ヱ」 を 鼻音 的に せす に發： W する こと は、 か へ つて 困難で 

ある。 かう いふ 場合に、 多く は、 すべての 母音が 鼻 昔 化される 佝を 示す。 しかし、 一般に あきの 廣ぃ 母音が^ 昔 化さ 

れ やすい もので、 柬京 語の 「H」 についても、 鼻音 的 e すな はち？ が 多く 出る やうに 觀 察される。」 (日 木 昔^^ 八 六 

K) と 述べて ゐられ る。 小食 進 平氏 は、 r 國語及 朝鮮語 發昔 概說」 (二 九 K) に、 仙綦方 霄 に 通 鼻 母音の 存 する ことに 

ついて 次の 如く 論じて ゐられ る。 

仙臺 方言に ありて は、 

^1  ；… e は 純 母音 「板」 は. K 來 i-? である けれども 方言で はかく 訛る。 

(枝〕 ：：： ~. は 鼻 母音 「枝」 は本來 C--1U である けれども 方言で はかく 訛る。 

一き ILI  (又〕 …… "は 純： H 音 「又」 は本來 m?t-l である けれども 方言で はかく 訛る。 

一 m;,l:-!u  ？ W …… -" は舁枒 音 「未だ」 は本來 S? チ である けれども 方言で はかく 訛る。 

の 如き 现 象が ある。 卽ち ニ箇づ つの 類語に 於て、 確かに 「板」 の e は 純 母音に、 「枝」 の" は 鼻 母音に、 また 「又」 の" は 純 母 

音に、 「未」 の" は 鼻 S 音に 發 音せられ、 自ら 其の 間に、 明瞭なる 區 別が 認められ るので ある。 世人 は、 能く 東北 地方の 人々 の 


發音 は奏 にか-ると いふ a 併しながら 其の 埕由 たる、 單に氣 流が 絕 えず 奏脬に 流出す ろた めで あると いふに 止まり、 如何なる 

i に 於て 《s» を 伴 ふか、 如何なる 場合に 於て 之 を 伴 は ざろ かの 精確な 觀 察に 至りて は、 未だ 明かに 之 を 指示し 得た ものが 無 

いやう である。 余 は、 此の * 母 昔の 存在 こそ 仙臺 方言 否 東北 方言 一般の 彝繫 化する 抑 もの 原因た る を 信ずる と共に、 絕 えず 發 

音に 界^ を帶 ぶる ものな りと いふ .1 者の 漠然たる 說を 斥けよう とする ものである。 

^母音の こと も、 また、 こ  > -に考 察すべき 問題と なる。 i 母 昔と は、 二つの 母音の 速 結して 一昔 節に 發昔 される も 

の をい ふので あるが * 「ァ ァ」 が 「ァ ー」 _>:〕 「 ォォ」 が r ォ ー」co:〕 と發 音され る やうな の は、 二つの 母音が 一 一 の 

1^昔 に發 音され るので、 かう いふの は、 重母音と はい はれない。 重 母 昔と は、 二つの 母音の 一 つが 主 行 として、 他の 

一 つが 副 昔と して、 兩者 合して 一 單位を 成す 場合の もの をい ふので ある。 ジ ー フ" ルス 等 は、 重 母 昔 を漸强 的^^ 昔 

と 漸^的^ 母音との 二種に 分って ゐる。 漸强 的と いふの は 、i?  ^ の やうに、 副 音の 次に 主 昔の 來る もの、 漸^的と 

いふの は、 ai,au の やうに、 主音の 次に 副 音の 來る ものであって、 i<u< はすな はち、 そのい は ゆる 副 昔な ので ある。 

この 兩钝の もの は、 主 昔が 前後 いづれ にある かの 相異が ある だけで、 二つの 母音の 速 結の 關係 は、 その 趣 を M じくし 

てゐ るので あるが、 印度、 ギリシャ、 ラテンな どの 古代の 文法 家 以來、 漸弱 的の 場合の ものの み を 二つの 母 昔が 相竝 

ん で^び ついた ものと 認めて、 これ を 重母音の 類別のう ちに 人れ、 漸强 的の 場合の もの は、 これ を 重 母 昔と 兌す、 0 

に 立つ 副 昔の .1<リ は、 子 昔と ^等の 役目 を 以て 後の a と 結びついて ゐる ものと 考へ、 これに 半 母 昔と い ふ 名稱を # へ 

る や-つに なった ので ある。 圃語の r ャ」 「ュ」 「ョ」 の 頭 昔 はこの i< であり、 「ヮ」 の 頭 音 はこの U 一で ある。 すな はち、 

1 フフ , ： 

r ャ」 は 〔マ o  r ュ」 は 〔iso 「ョ」 は 〔io〕  r ヮ」 は 〔一 so なので ある。 この場合 における 頭 音の i は ま H 通の^ 

0:^  ！!^ の 母 昔の 考お  ；：； 五 
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合の .13 に 比すれば、 き はめて 短い 昔で ある。 

. 「ャ」 「ュ」 「ョ」 を 〔js〕  〔； ilu〕  〔j_0 「ヮ」 を 〔ミ o と 書く のが 普通に なって ゐ るが、 これ は單 なる 便宜上からの 

ことで ある。 子音. 3W の發 音が や、 近いから、 これ を、 子音 的の ものと 見られて ゐる i  W の 代りに 代用す る だけの こ 

とで ある。 

第三 章 國 語の 子音の 考察 

阈語の 子 昔のお 察 を 試みる に當 つて、 わたくし は、 ま づ便立 上、 五十音 圖の 各行に ついて 步を 進めて 行かう と 思 ふ" 

國語の 語音の 眞の 考察 は、 久しい 間、 國 民の 頭腦を 支配し 來 つた、 この 五十音 圖の 排列に よって 妨げられる ことが 少. 

くな く、 や-も すれば、 ^名のた めに 誤られて、 考察 者が 岐路に さまよ ふことの 多い の を 慮.^ ば、 この 音 SI の 各行 各 

段の 假名に よって あら はさ.^ る^ 昔 を 解說の nz 標 とする 方が、 営 面の 目的 を 達成す るに 都合が よいと 考 へ るからで あ 

る o 

(一) カ行の 子音 カ行の 子 昔 は、 後 舌 面が 主として 軟口蓋に 接して 閉鎖 をつ くり、 呼氣 がその 閉鉞 をお し 破って 

出る 時に 生じる 噪昔 であって、 破裂音の 部類に 屬 する。 昔 字 K を 以て これ を 表記す る。 この 子 昔が 母 fplH と 結びついて * 

「力 キク ケコ」 となる 時、 K の發音 位置に 幾分 づ つの 變化を 生じる ことがあり 得る。 (これ は、 他の 各行に 通じても 


いはれ 得る ことで ある。) しかし、 カ行に おいて は *  i が 次に 來る 場合、 すな はち r キ」 の 場合の 外 は、 特に 汴^ を 

要すべき ほどの 變化は 認められ ないやう である。 「ケ」 の 場合に も K の發 昔^ 置が 少しく 前進す るが、 r キ」 の發 昔の 

時 ほどに、 その 前進 は^しくない。 r キ」 の 場合に は、 K の發 音の 位置が 前進して、 閉鎖が 後 舌 面と 硬 =^ との ii に 

[  C 

生じる。 こ. e を K の nwi 化と いふ c  a 蓋 化した K は .K で これ を 表記す る。 ^久 ii 氏 は、 口蓋 化 を 「まへの し」 と名づ 

けて ゐ るが、 これに ついては、 次の やうに 論じて ゐられ る。 

ひとり ー 母音の 及ぼす 調音 上の 影響 は、 國語 一般、 特に 東京 語に おいて 著しい ものが ある。 この 現象 は、 「まへの し」 (ま 

たは 口蓋 化 • 前 顎 音 化 r-Lltalizierung) の 名の 下に 說 かれる ものである。 しかし、 東京 語に おける ー の 特異性 は、 この g 向 を 

必ずしも ョ ー 口 ツバ 諸國 語のと 同樣な ものと はしない。 阈語 における 「まへの し」 または 「口蓋 化」 は、 nsM 的 (前 顎 的) 母 

音の 口腔 内 調 昔に 適應 する ための 先行 音の 變 化と いふ 意味で、 この種の 母音 は 東京 語に あって は 「ィ」 (昔 字 ー を あてる) であ 

る。 これが 子音の 軟音 化の 一面で ある こと は、 前に 述べた が、 阈語 における 母音 「ィ」 による の すべりの 現象に あって は、 

「ィ」 の 調 昔の 仕方に 應 じて 子音に おける 口蓋と 舌との 接觸 面が 他の 場合に おける よりも 廣 くなる が、 それ は^の 筋肉の 弛緩 

によって 生じる ので はない。 むしろ その 際顯 奢な 舌の 緊張が ある こと を觀 察する。 かう いふ 緊張が、 ひろく 舌 面に ひろがって 

ゐる 感じが あると ころに 東京 語に おける 「まへの し」 の 特色が 存 する。 (日本一 昔， IsfM ニニ、  ニニ 二； 良) 

右の 所說 はよ く 東京 語に おける、 五十音 圖ィ 列の 諸 連 音に おいて 著しい 口蓋 化の 特質 を 示した ものと いふ ことが 出 

来る。 祌保格 氏 も、 その 著國 語 音聲畢 ( 一 一 〇 頁) において- 「キ」 について、 「Ki における K の n 蓋 化 は. 1 母 ー背 と 速 

結す る 時に 限り 現代 東京 人の 總 ての 場合に 通す る約朿 的事實 である。」 とい ひ、 また、 「ni 化しない K と i との 速 結 

も 可能で あるがん， 日の 東京 語に その 約束が 存在 しないの である」 ともい つて ゐられ る。 

Ksgsc 子 昔の 考狯  二 七 
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拗音の 「キヤ」 「キ ュ」 「キ 3 」 も、 かなり 久しい 以前から、 一部の 人々 によって 、「力」 r ク」 r コ」 の 口蓋 化した も 

のと 說 かれて 來 たが、 つまり、 この 口蓋^した K すな はち .K と a  w  o との 結びつい たものと 見る のが 至當 であらう- 

(二) ガ行の 子音 ガ行の 子音 は、 カ行の 子音の、 無聲音 K に對 する ものと して は、 有聲音 CD で 表記され る 音で、 

發音 のに 置 も、 性質 も K と同璨 で， た^ 無聲 音と 有聲 昔との 相異が ある だけで ある。 r カク モン」 (學 問) r グン ジン」 

(軍人) 「ゲン ダイ」 (現代) r ゴジ」 (五 時) などの やうな、 語頭に 立つ 場合の ガ行 音の 子音 は、 9 で衮 記される 音で- 

破裂音と いふ 部類に 屬 する。 「ギン 力」 (銀貨) の やうな 場合の 「ギ」 の 子音が、 ロ脔 化した .9 である こと も、 K の 口 

蓋 化の 例と 同様で ある。 拗音 r ギ ャギュ ギ"」 の 子音 も .9 である。 

しかるに、 ガ行 音が 語頭 以外に 來る 時には、 朿京 語な どの 發音 では *  9 の 音で はたく、  g に對應 する 後 舌の^ 昔 3 

に發 昔す る。 「たが」 (箍) 「りくぐん」 (陸軍) 「まげ」 (髭) 「かご」 (笳) などの ガ行の 子 昔 は、 すな はち 9 に發音 さ 

れる。 叻詞の 「が」 も 同様で ある。 

ー體、 破裂音 は、 氣 流の 通路 を、 一旦 口腔 內の ある 場所で 遮斷 し、 さらに その 遮斷 をお し 破って 氣流を 出す によつ 

て 生じる 昔で あるが、 これに は 原則として 三つの 段階が ある こと を 忘れて はならぬ。 三つの 段階と いふの は、 誘致と 

遮斷と 解放と である。 誘致と いふの は、 氣 流を發 昔の 弱 所に 吹き こむ こと、 遮斷 とい ふの は、 氣 流の 通路 を 全く 閉銷 

してし まふ こと、 解放と いふの は、 その 閉鎖 を 解いて 氣流 をお し 出す ことで ある。 そこで、 a= の 場合に おいて は、 こ 

の 昔 は 口 音で あるから、 この 三 段階の 間 を 通じて、 鼻腔への 通路が 塞がれて ゐる。 しかるに、 暴 昔の 場合に は 第三の 

投^すな はち 解改の 時まで、 鼻腔 へ の 通路が 開かれて ゐ るから、 「こ ゑ」 が 鼻腔の 共 呜 をもう けて、 a- 昔の 特色 をお び 


そこで、 M 類の 昔で も、 n 一：； Irzg 鼻 昔 D の對應 する ものと なる ので ある。 

c  C 

この 後^の 枭音 9 も i に 連なる 時には、 n 蓋 化して， 9 で 表記され る やうな 音になる。 「力 ギ」 § 「ク ギ」 (釘) の 

「ギ」 の 子 昔の 如き、 すな はち、 それで ある。 拗昔 「ギヤ」 r ギュ」 「ギ 3」 の 子音が、 この 音で ある 場合 も ある。 

(三) サ行の 子音 サ行の 子音 は、 「サ • ス • セ. ソ」 の 子 昔と 「シ」 の 子音と を 分けて 考察すべき である。 「サ • 

ス * セ • ソ」 の 子 昔 は、 S で 表記され る 音で、 舌の さき を上齒 の齒莖 のうら に 近づけて、 钿ぃ狹 まりをつ くる、 その 

狹 まり の^を 氣 流が 摩擦して 出る によって 生す る 一種の 摩擦 昔で ある。 同じ 行で は あるが r シ」 の 子 昔 は f で 表記 さ 

C 

れる昔 で S と は 少しく 異なる。 S の發 昔の^に は、 舌の さきが 上齒 の齒莖 のうら まで 近づく が、 f の發昔 の 際に は、 

c  c  C 

舌の さきが のびない、 むしろ ひっこんで、 舌が まるくなる、 さう して 出来た 前 舌 面と 口蓋との 狹 まりを 氣 流が 糜 擦し 

て^るに よって 生じる のが この 昔で ある。 拗音 r シャ」 「シ ュ」 r ショ」 の 子音 は、 この f である。 

C 

(四) ザ行の 子音 ザ行の 子 昔 も、 「ザ ，ズ .ゼ * ゾ」 の 子 昔と 「シ」 の 子 fp!E との 二つに 分けてみ るべき ものである J 

前片 は、 無粱 音の S に對 する 有聲 音の z、 後者 は、 無搫音 の f に對 する 有聲 音の 3 である。 拗音 「 ジ ャ」 「ジュ 」「ジ 3」 

ハ子 ^ は、 この 3 である。 

C 

(五) タ行の 子音 タ行のう ちで、 「 タ .テ . ト」 の 子 昔 は、 t で 表記され る 昔で あるが r チ」 r ッ」 の 子 昔 は g:::™ の 

C 

ものである。 t の 昔 は • 舌の さき を上齒 の齒莖 にあて、 閉鎖 をつ くり、 氣 流が、 その 鉗 を^って 出る によって 生じ 

C 
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る 破裂音で ある。 國 語の 方言に は、 「チ 4, 「ッ」 を も、 この t で發 昔す るの が あるが、 それ は 普通で はない。 r チ」 「 ッ」 

の 子 昔 は、 從 と 表記され て あり、 音 聲舉 者が アフリカ ー タ (AfFricata. 破裂 昔と 摩擦音との 連結より 成る 複子 

音) と 名 づける ところの ものであると 考 へて ゐる 人が 多かった。 しかし、 實 際の 發 音に ついて 考察す ると、 阈語 にお 

ける 「チ」 r ッ」 の 場合の もの は、 複 子音 的の 發昔 ではない。 二つの 子音が 一 つ^きに 發 昔され るので はなく、 一  つの 

發昔 であると 見るべき ものと 考 へられる り た^し、 國 語に も、 アフリカ ー タの やうな 複子ー W が實 際に あら はれない こ 

と はない。 それ は、 佐 久問氏 もい つて ゐられ る やうに、 「コ トシ」 (今年) が 母 昔の 脫落 によって 〔Kot-j.i〕 と 發音さ 

れる 場合、 また、 「オト ッッァ ン」 「カッツ ァ ライ」 などの 語 中に 聞かれる c-tts-〕 の 場合な どで ある。 しかし、 それ 

は、 r チ」 「ッ」 の 子 昔と は 別箇の 問題と なる。 

拗音の 「チ ャ」 「チ -」 「チ 3」 も、 「チ」 の 子音で ある ^と 母 昔との 結びつい たもので、 〔tivo  〔tj. ョ〕 〔tlo〕 と 表 

記される ベ きもので ある。 

(六) ダ行の 子音 ダ行の 子 昔 も、 右の タ行に 準じて 考 へられるべき のであって、 古く はすべ て d であった と 思 は 

れ るが、. 今日の 發昔 では、 「ダ」 コア」 「ド」 の 場合 だけが d であって、 r ヂ」 「ヅ」 の 子 昔は變 つて 來てゐ る。 

「ヂ」 の 子 昔 は、 無聲 昔の 汀で あるに 對 する、 有聲 昔のお であるべき 害で ある。 ヅの 子音 も、 同 栊な關 係に おいて、 

J  c  C 

^に 對應 する & であるべき 答で ある。 r チヤ」 「ヂ ュ」 「ヂ ョ」 も、 〔dyo  〔tl3s〕  〔二 31>〕 であるの が當然 である。 しか 

し * これ は、 さう 簡單に 取扱 はれるべき ではない。 「ジ」 r ズ」 「ヂ」 r ヅ」 「ジ ャ」 r チヤ」 の發音 上の 區刖の 問題が こ 

れ に關聯 して 來 るからで ある。 


現代の 阈 語の 發音 において、 ージ」 r ヂ」、 「ズ」 「ヅ， r  r ジャ」 「ヂ ャ」 の對立 的區別 を^す る 地方と 存 しない 地方と 

の ある こと は、 周知の 事實 である。 四國ゃ 九州に は、 その^ 別 を 杯して ゐる 地方が 多い とい はれて ゐる。 山 梨縣の 一 

部に も、 その 對 立が あると いふ。 しかし、 これらの 區 別のお する 地方の 發昔 においても、 これらが いかに 區^ されて 

ゐ るかの 考察の 報^ は、 まだ 十分で はない が、 大體 において、 それらの 地方で は、 「ジ」 r ズ」 r ジャ」 は、 純粹 た^ 擦 

昔と して 發 昔され、 「ヂ」 r ヅ」 「ヂ ャ」 は、 いは ゆる 半 閉鎖 昔 的に 發 昔され ると いはれ てゐ る。 半 閉鎖 音 的と いふの は. 

破裂 昔の 三 投^の 一 である 遮斷 すな はち 閉鎖が 不十分であって、 破裂に 際しての 勢が 弱い、 したがって 純 梓の 破裂 昔 

的の^^ がよく あら はれない こと を 意味す る。 元來、 i の 前に ある td が：？^ に變 ると いふの は、 前に も 述べた やう 

に ー の肜^ を 受けて；！： i 化された わけで あるが、 なほこの 場合に、 口蓋の 前部と 舌の 前部との 接觸が 十分で あり， そ 

C 

の^の m 鉗が 完全で あれば、 純粹な 破裂 昔 的 效果が あら はれる 箸で あるが、 その 接觸面 が^く、  鎖が 不^^で ある 

ので、 それが 半 閉鎖 音 的の 發音 となる ので ある。 S の 前に ある td が tens に變 るの も、 後 古 母 ffims の影饗 をう けて、 

發 昔の 位 S が 口蓋の 前部と 舌の 前部との 問 に う つり、 その 閉鎖が 完全に 行 はれな いために 半 閉銷昔 的 の ものと なった 

と考 へられる ので ある。 上に 述べた やうに、 「ジ」 「 チ」、 「ズ」 「ヅ. 一、 「 ジャ」 r チヤ」 を^^す る 地方の r チ」 r ヅ」 の 

發昔が この 通りであって、 明らかに 二 樋 の發 昔が 對 立して ゐ るが どうか は、 なほ 將來 の實驗 的 考察の 結^ を^た なけ 

れ ばなら ぬ o 

しからば、 「ジ」 r チ」、 r ズ」 r ッ」、 r ジャ」 r チヤ」 の 刖 のない 地方に おける 發音 はどうな つて ゐ るかと いふに、 

九州の 大部分 を 除いた 他の 地方に， おいて は、 これらの 發昔 上の 一お 刖 は^して ゐな いとい はれて ゐ るが、 その K 

な S 語の 子 昔の 考察  四 一 
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^がない とい ふこと が 何 を 意味して ゐ るかが 先決問題 となる。 に統 一 されて ゐ るか、 ur^ に統 一 されて ゐ るかと 

cc  CL-- し 

いふ ことが、 まづ考 へられなければ ならぬ が、 これ を 決定す るに は、 多くの場合の 實 験を經 なければ ならぬ。 東京 語 

たどに おいて は 3  Z に統 一 されて ゐる とい ふ 實驗の 結采を 得た とい ふ 人 も あるが、 一 一 一個人の 或 場合の 例 だけで これ 

を^す るの は 早計で ある。 連 昔 上の 理由から 3  Z の あら は れる やうな 場合 も あるが、 もっとも 通に は urg で統 一 さ 

cc  c、c 

れてゐ ると 說く人 も あるので ある。 

(七) ナ 行の 子音 ナ 行の 子 昔 は、 齒的鼻 一 背の n であるが、 「- この場合に は、 n が 母 昔 i の 影響 をう けて 口蓋 化し、 

•U の 音に 發昔 される こと は、 r キ」 における にがお の 昔に 發 昔され るのと、 趣 を 同じく する。 拗 昔の 「 I ーャ」 「 I- ュ 」「 -ー 
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"」 も 普通の 場合の もの は、 この に 母音の 結びつい たものと 見るべき ので あらう。 しかし また、 中 舌 鼻音の n, に a- 

昔の 結びつ いた ものと 見る ベ きもの も ある。 

(八) ハ行の 子音 ハ行の 子 昔 は、 h を 以て 表記され る 音で ある。 從來の 多くの 舉者 は、 「ハ」 「へ」 「ホ」 の 子音 は 

喉頭 摩擦 昔 の h>r ヒ」 の 子 昔 は 便： Z 蓋 的 摩擦 昔 の？、 「フ」 の 子 昔 は兩 # 摩擦 の F であると 見て ゐ たので ある。 しかる 

に、 近時の 畢 者の 研究 は、 よく その 蒙 を 啓いて、 この 昔の 性質が かなり 明瞭に 解說 される やうに なった。 

ハ行の 子 昔に ついて、 最初に 注意すべき は、 これが、 普通に いは ゆる 子 昔と は、 その 性贤を 異にして ゐる ことで あ 

る。 普通に 子 昔と いはれ る 類の もの は、 有聲の ものに もせよ、 無聲の ものに もせよ、 發昔 器官の 或 部位に おいて、 發 

昔され た 或 特定のへ きな のであって、 K は K の、 t は t の 個 tei を もって ゐる 0 しかる こ、 h の^ 合に あって ま*  his. 
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有の 侗 性と いふ もの を もって ゐ ない。 「 ハ」 「ヒ」 「フ」 「へ」 「 ホ」 それぐ の 場 きに、 h は、 それ/ i\ 變 つた 昔 價を 


もつ。 これ は 何故で あるかり 

h で 表記され る 昔 は、 喉頭 摩擦 fR ばと いふ 名で よばれて 來てゐ る。 しかし、 齊 通に 喉頭 摩擦 昔の h とい ふの は、 强く 

ハ行 昔を發 昔した 時に、 その 頭 昔と して 聞かれる、 聲鬥 における 兩聲帶 の 或 程度の 狭まりの^ を氣 流が 摩擦して 出る 

によって 生じる ものであるが、 普通の ハ行 音の 發 音の 場合に あって は、 摩擦の 「ひ^き」 がそれ ほど 著しくない。 す 

な はち、 普通の ハ行 昔の 發 昔の 場合に おいて は、 h は、 本質的に tr 聲 門 を 通る に^って、 輕 く聲帶 の s を 摩擦して 

出て 來た 「いき」 たるに 過ぎない もので、 その 「いき」 は 摩擦の 際に 生じたい さ i かの ひ^き を 伴 ふ もの 、、それが 

子 昔 的の 色彩 を帶 びる に 至る の は、 口腔に 來 てから、 それ /^の 母 昔の 口 形の 影響 をう ける からで ある。 換貢 すれば、 

さう いふ 「いき」 が 母 昔の 口 形に よって、 それ .f- 特殊の 音 を 形成した ものが、 h の 昔で あると いふ ことになる" で 

あるから、 「ハ」 の 子 昔の h は 母音" の 口 形に 應 じた h であるし、 「ヒ」 の 子 昔の h は i の 口 形に 應 じた h であると パ 
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ふやう に、 「フ」 「へ」 「ホ」 の 子 昔 もまた、 S  e  o の それ/ i>\ 'の 口 形に 髌 じた 待 色 を もって ゐ る。 同じく  h で 表^され 

るが、 は 五つと もちが つた 性質 を もって ゐる ものな ので ある。 もっとも、 舉者 によって は、 や、 見方 を 興に し、 ァ 

の 口 形に 無桀の 「いき」. を 通す ると、 ァ の無聲 化した 輕ぃ 摩擦 昔が 出る、 そのす ぐ あとから 「こ ゑ」 を 出す、 それが 

「ハ」 である、 「ヒ」 も 同様であって、 ィのロ 形に 「いき」 と 「こ ゑ」 を 通じた もの、 r フ」 は ゥのロ 形、 「へ」 は h の 口 

形、 「ホ」 は ォのロ 形に、 それ^ \ はじめに 「いき」、 つに いて 「こ ゑ」 を 通じた ものであると いふ やうに 說く人 も ある 

が、 この 兑方 によっても、 結局、 h は 「いき」 の 昔な のであって、 それが、 それぐ の 母 昔の 口 形の ちが ふに よって 

異なる とい ふこと になる ので ある。 たに、 前者に あって は、 輕ぃ 摩擦 昔が 喉頭 部に おいて 生じる とい ひ、 後者に あつ 
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て は、 口腔で 輕ぃ 摩擦 昔が 生じる とい ふ、 その 點 において 意見の 相異が ある だけで ある。 しかし、 この 點 について は、 

^に 述べた やうに、 ハ行 昔 を 力 强く發 昔す る 時に、 明らかな 喉頭 摩擦 昔の 聞かれる ことの あるの を考へ 合せれば、 普 

通の ハ行 音の 場合に も、 氣 流が 聲 門 を 通る 時に、 輕ぃ 摩擦が 生じる とおへ る 方が、 その 當を 得て ゐ るので は あるまい 

うと s じお， 

ハ行 昔の 「ヒ」 について は、 從來 これ を 〔vi〕 であると 考 へた 人が 少 くない。 H ドヮ ー ヅも、 「ヒ」 の 子 昔に この リ 

C 

を あて、 この 昔に ついて、 次の やうに 述べて ゐるリ 

この 耷は、 舌の 中部 を 硬口蓋に 近づけ、 氣流 をお し 出す によって 生じる。 この 昔 は、 n 本 語で は、 いつも 非常に や はら かで、 

摩擦 もき はめて 少く、 舌の 筋肉の 緊張 も はなはだ 弱い。 日本語の リと ドイツ語の と は 決して 同一 に 見られるべき ではない。 

兩 者の 差異 は、 ドイツ語の 語頭の j と 英語の 重母音の 〔こ〕 の 第二の 成分との 差異 ほどに はっきりして ゐる。 

曰 本 語の V の發音 において は • 氣 流の 通路 を 塞ぐ 舌の 部分が、 ドイツ語の リの 場合より は 大きく、 また 少し 上に あがる。 唇 

の 位置 は、 n 本 語の リも r. も ほとんど 同樣 である。 r. と；； 'と は、 よく 相 通じる。 9 が もっとも よく， J に 似る の は、 t ャ音 t の 前 

に 立つ 場合で ある。 「下略) (稿 者い ふ。 氏が r- とリ とよく 通じる 例と して あげて ゐ るの は、 〔？itotsG〕 「 - つ ) が 「/.totsf -〕.  〔3 一 1: 

fit さ〕 (十七) が 「； MM、.itfi〕 になる やうな 場合で ある。 J  (日本語の 音聲學 的 硏究三 九；. 5 

氏 は、 C を 右の やうに 論じて、 さらに 進んで、 c« は 「ヒ」 の 場合に のみ あら はれる ので ある、 方言に は 〔11 一〕 が あ 

るが、 東京 薪で は S である、 〔ha〕  〔he〕  〔15〕 は 東京 語に ある けれども、 〔hi〕 は 東京 語に ない といって ねられる。 

しかし、 これ も、 C ，の發 昔が *  A 面 を 硬 n 蓋に 近づけ、 (母 昔 i の 場 八；： よりも、 その H 隙 をす つと せまく して) ^のさ 
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きを 下げ、 その 11 から 氣流を 摩擦 させて 出す とい ふの が、 ドイツ；？！ i の ich の ch などの 發昔 であるので、 それの 類推 


から * その c- の や はら かい、 弱い 昔が 日本語の r ヒ」 の 子音で あると いふ やうに 導かれて 來た考 なので あり、 また 一 

方で、 〔ョ〕 が 束 京 語 にないと いふの も. 圃語の ハ行の 子音の h の 本質が， まだ 十分に 明らかにされて ゐ なかった から 

であらう と 思 はれる。 

r フ」 の 子 昔 を兩^ 的 摩擦 昔の F と 見て ゐる 人も少 からす ある。 しかし、 國語の 「フ」 の發 昔の wr 合 をお^ する に、 

C 

兩@ は ほとんど 受動の 狀態 にあって、 ョ 10 ツバ 語の F の 場合に おける やうな 活動 は 認められない。 兩^ は、 全く、 

母 昔 「ゥ」 の發昔 におけると 21! 様の 狀態 にある。 兩殍 II の 摩擦 も 著しくない。 「フ」 の 子 昔が F の やうに 考 へられる 

の は、 やはり h が 「 ゥ」 の 口 钐に應 じて、 F に 類す る ものの やうに 聞え るから に過ぎない。 

C  [ 

拗昔 「ヒ， 一 「ヒ ュ」 「匕"」 も、 やはり h に 母 昔の 結びつ いた 瑰昔 であると い へ ば、 すこぶる 異様に 聞え ようが、 

C 

母音と 結びついて 拗昔を 形づくる 場合の h は、 「ハ」 r フ」 「へ」 「ホ」 の やうな 場合の h でなくて、 r ヒ」 の 場合の おで 

あると い へば、 その 理は 明らかにならう。 前に 述べた やうに. h は、 次に 來る母 昔の 口 形に よって 昔 似 を 異にする。 

C 

r ヒ」 の 子 昔の h は * 「ィ」 の 口 形に 應 じた h であるから、 これが 母 昔と 結 付いた 場合に は、 K などの：：^ 化した もの 
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と： に拗 昔に 發 昔され る こと は、 見やす い 道理で ある。 かりに i を h におき かへ て みれば、 つ、 0 は 「ャ」 に^. へ：： さ 

れ、 拗^と ZE^ な ものと なる ではない か。 

(九) バ行の 子音 バ行の 子 昔 は、 有聲の 兩殍的 破裂 昔の b である。 前に 述べた、 破裂 昔の 三 段階の 遮斷 すな はち 

W 鉗 は、 上 ド兩殍 の 間 で 行 はれる" 兩殍 を閉ぢ て氣流 を遮斷 するとい ふの が、 この 昔の 發昔 における、 一の 著しい 特 

色で ある。 兩^ を W ぢる とい ふこと は、 單 純な 動作で あり、 その 場處も 限定され てゐる ことで あるから、 この 昔の 發 

闳ぉ C. ぶ； iC 考察  四 五 
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音に は 問題がない。 た^この 埸 合の 閉 鉗の 度合の 强弱 如何と い ふこと だけが 注意に 上る ので あるが、 H ドヮ ー ヅ など 

の說 くと ころに よれば、 國 語の b の 場合の 唇の 閉鎖 は、 英語 や フラン ス語 などの b の 場合に 比すれば 比較的お いとい 

ふ ことで ある。 

拗昔 「ビヤ」 「ビ ュ」 「 ビ，」 は、 〔bi〕 と 母 昔との 結びつきから 成った ものである。 この 拗 昔の 形成 は 「キヤ」 「キ ュ」 

r キ 3」 などの 場合と、 その 趣 を 異にして ゐる。 それ は 何故で あるかと いふに、 元來、 この種の 拗昔 は、 これ を 他の 

一面から 見れば、 速 昔 上に おける 昔の 口蓋 化で ある。 K の 場合に あって は、 この 昔が 舌と 口蓋との 間で 發 昔され る 音 

であるから、 それが 連 昔の 關 係で たぐち に 口蓋 化される。 しかして、 その 口蓋 化された 子 昔が、 さらに また、 他の 母 

昔と 結びついて 連 昔 を 形成す る ことが 出来る。. K がすな はち それで あり、 の 類 もまた さう である。 しかるに、 唇 昔 
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の やうな 古 や n 蓋に 直接の 關係 のない 昔に あって は、 昔 そのものが た^ちに 口 i 化される わけに はならない。 そこで、 

口蓋 的の 母 昔で ある i と 結びついた ものが、 他の 母 昔と 結びついて 拗昔を 形づくる ことになるの である。 お 的 破裂 昔 

と 母 昔との 速 結が、 阈語 において は、 き はめて 密接で あり、 口^にお ける 解放すな はち 破裂に つぐいて、 聲帶が 發槃 

を 始める とい ふ關係 ことに、 〔bi〕 の 如き 連 昔に あって は、 「b の發 音の 後に はじめて i の 口 形が 形成され るので はな 

くて、 h と 问 時に i の 口 形が 形づくられ はじめる ので ある。 唇に おいて b が 調音され る 間に、 一 方で は 舌が 前；：： 蓋に 

向って 降 起して i の^ S に 至る 運動 を はじめる。 また 場な 口によ つて は b に 先んじて i の 口 形が あり、 h の 調 昔の 出 を 

通じて、 その：： 形 を^ 續 する こと」 (日本 昔 聲舉ー 一 一 八页) が あると いふ やうな 關係 をみ ると、 〔bi〕 が、 一 ^位の やう 

た资 格で、 母 昔と 結びついて 拗昔を 形づくる とい ふの も 怪しむ に 足りない ので ある。 


(一 〇) バ行の 子 昔 パ行の 子 昔 は * 無 聲の兩 俘 的 破裂 昔の P である。 これ は 有聲の b に對旃 する ものであるから 

b について 述べた こと は * 大體 この P にも 適用され るリ 
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拗荇 r ビ ャ」 r ビュ」 「ビ ョ」 も ，〔1 ュ〕 と 母音との 結びついた ものに 外たら ない。 

(一一) マ行の 子音 マ行の 子 一 背 は、 兩靜的 鼻 昔の m である ことに は 問題がない。 ナ 行の 子音で ある 扭的鼻 昔の， n 

は 「- 一」 の 場合に 母 昔 i の 影響 をう けて 口蓋 化される が、 s は r ミ」 の 場合に おいても 變 らたい。 それ は、 バ行の 子 

昔の 項に 述べた のと 同様の 理由で、 この 音が 兩唇 的の ものであるの による。 拗昔 「ミ ャ」 「ミ ユ」 「ミ ， 」 が 〔ョ 一〕 と 

母 昔との 結びつきから 形づくられる こと も、 同様の 理由に よる。 

(一二) ヤ行の 子音 國 語の ヤ行 昔のう ちで、 「ィ」 は、 古くから、 その 存在 を 疑 はれて ゐる。 すた はち、 「ィ」 はァ 

行の 「ィ」 だけであって、 ヤ行の r ィ」 とい ふ ものはなかった ので は あるまい かと 考 へ られ る。 理論 上から は、 r 老 

ゆ」 とい ふ 動詞が 「老い」 と 活用し、 「悔 ゆ」 が 「悔い」 と はたらく ので、 「老い」 「悔い」 の 「ィ」 は ヤ行で あると も 

兌ら れな いので はない が、 奈良朝 時代に おける 眞 假名の 用例な どの 上で も、 ァ 行の 「ィ」 と ヤ行の r ィ」 との 間に 發 

昔 上の 展刖 があった と考 へられ 得べき 確證を 見 屮1 す ことが 出来ない。 ヤ行の 「ェ」 は 古く はァ 行の 「ェ」 と^ 刖 され 

てゐ たらしい。 奈良朝 時代に おける 眞 假名の 用例 を 見る に、 衣、 依、 愛、 哀、 埃、 桓、 得、 荏な どの 漢字で あら はし 

た 「ヱ」 と、 延、 虫、 叙 * 要、 江、 枝、 盈、 兄、 吉、 緣、 鹽 などの 漢字で あら はした rH」 との 間に は 明白 な^^が 

あった やうで ある。 前^の 類はァ 行の もの、 後者の 類 は ヤ行の ものである こと は、 字 昔の 關係ゃ 字訓の 關 係のお^ に 

よって 設 せられる。 古書に おいて 異例と 認められる もの もないで はない が、 大體の 上から て、 この 「ヱ」 に は、 ァ 
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行 ヤ行の 發昔 上の 區 別が 古く は^して ゐ たらしい。 しかし、 この K 別の はっきり として ゐ たの は 何時頃まで であった 

かとい ふこと になる と、 それ は 容易に 論斷し 難い。 萬 葉集卷 十八の 大伴家 持の 歌のう ちに、 「也 末 古 衣 野 由 伎」 の やう 

に 「越 ゆ」 の 活用形 「こえ」 の 「え」 にァ 行の 「衣」 を 書いて ゐる例 も ある。 大唐 三蔵 玄奘 法師 麦 啓の 平安朝 初期の 

訓點 に、 ァ 行の 「衣」 を用ゐ るべき 「妖」 字に 「江」 の假字 をつ けて あると いふ やうな 例 も ある。 かう いふ 類 を、 す 

へて、 誤記、 誤寫 であると 見れば ともかくも、 さう でなければ、 アヤ 二 行の 「ェ」 の 分別 時代が 平安朝 初期まで 

して ゐた とい ふこと が 出来る かどう か は 問題で ある。 この 時代 以後に おいて、 その 分 れて來 てね る こと はい 

ふまで もない。 

右の やうな 秦 であるから、 今日の ヤ行 昔 は、 「ャ」 「ュ」 「ョ」 の 三つで ある。 この ヤ行 昔の 子 昔 は、 普通に：： 字で 

表記され る ことにな つて ゐる。 しかし、 この 音字 を用ゐ るから といって、 この 羣 から、 その？ 誤解し^なら 

ない ョ ^  ， パの昔 聲學者 は、 この 昔 字 を、 硬 ロ漦的 摩擦 昔で ある 有聲 子音、 すな はち 舌 面 を 高く 硬口蓋に 近づけ 

(loy 場合よりも、 その 問隙をす つと せまく して) 舌の さ I 下げ、 その 間から 「こさ を I させて 出す 昔、 

すな はち 無聲の リに對 する 有 聲昔を 表記す る ものと して ffl ゐてゐ る。 この 有聲子 昔^ は、 さらに 他の 說明法 を 用ゐれ 

ば、 重け の鬵 における？ nf の| 、が 一 そう 狹く なって、 その 過す る 「こえ」 が 摩擦に よって S を 

生じる に 至った ものな ので ある。 しかるに、 爵の ヤ行の 子 昔に は、 摩擦が あら はれない。 したがって、 前に 述べた 

やうな^ は、 少しく 趣が ちが ふ。 前畫 雾 の 項に 說 いたやう に、 「ャ」 「ュ」 「ョ」 の穆 は、 S 漸强的 S 昔の 

響た るいな のであって、 純然たる 子 昔で はない。 たく その I たる：： V 普通 の母 昔 S 合に： h して 短い もので 


あり， 子.：； 一" 的の 役：；： をた す ものであるから * その 發肯 にもつと も 近い- 1- を. flH 字と して 代用す るに 過ぎない の である。 

C 

( 一 三) ラ行の 子音 ラ行の 子 昔が いかなる ものである かに ついては、 諸家の 意兑 が區々 であって、 に 一 致 を 

見ない。 朿京 語で は、 いは ゆる 卷 舌の ラ行 音が 聞かれる が、 これ は、 舌の さ • きを 強く ロ^の 前部に つける， 氣流 がそ 

れを おしのけて 出る、 舌が その 彈性 でもと にかへ る、 また 氣 流が これ を おしのけて 出る とい ふやう に、 古の さきの 反 

^遝 動が くり 返される 場合の ラ行 音で ある。 この ラ行 音 は r の變 極で あり、 特に 卷^ の r とよ ばれる。 しかし、 これ 

は、 特殊の ものと して、 一般の ラ行 子 昔の 問題から は 除外して おいてよ い。 

さて、 一般の ラ行 子 昔に 關 して は、 r の 昔で あると いふ 說、 1 S 昔で あると いふ 說、 r 昔で は あるが、 ある^ 八 "に 

は 1 に 近く 發昔 される こと も あり、 r と 1 との 中 問の 昔で あると いふ 説、 その他、 毯々 の 見解が 發^ されて ゐ るが、 

その r 昔と いひ 1 昔と いふの も、 そのい は ゆる rl そのものに、 それ^ \ の 解釋が 伴って 來 るから、 一そう 議論が^ 

雜 になる U 今、 こ、 に それらの 諸說 を擧げ るの は、 い たづら に 烺琅の 幾 を 招く に過ぎないから、 發 昔の 方面から 見た- 

この 子 昔の 性！：； を 略叙す るに 止めて おかう と 思 ふ。 

の ラ行の 子^の 發昔 において は、 舌が 前ロ漦 をす ベる とい ふ 運動が 注意され るが、 それに は、 まづ舌 尖が 少し 

ひっこみ、 次に^ のさき が 口蓋 前部に 觸れ、 次に 舌 尖が のびて 口蓋の 前端から 俾糟 突起に かけて すべる とい ふこと に 

なる ので ある。 前後の 闢係 では、 前方から 後方へ かけて すべる こと も ある。 「ル」 「口」 にあって は、 前方から 後方へ 

かけて すべる とい はれる。 これが ラ行 子 昔の 大體 の發 昔で あるが、 舌 尖と 口蓋との 接觸 は、 き はめて 輕ぃ 程度の もの 

であって、 閉鎖 を 生じる に 至らない。 丸 山 通 一 氏 は、 「昔聲 の 研究」 第三 輯所牧 の 「ラ行 父 ー背 の 本體」 とい ふ 論文に お 
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いて、 この間に 閉鎖が 生じる と 見、 ラ行の 子 昔 を、 ー囘 性の 舌 尖 閉鎖 音、 突破 昔で あると いって ゐられ るが、 稿 者 は、 

さう は考 へて ゐ ない。 しかし、 舌 尖と 口蓋の 前端との 接 觸が强 い 程度の ものである 時、 もしくは 舌 尖と 齒槽 突起との 

接 觸が强 い 程度の ものである 時には、 この 昔 は * 齒的 破裂の d の 色彩 を帶 びる やうになる。 九州の 或 地方な どで ラ行 

昔が ダ行 音に 發 音され る ことの あるの は、 この 調 昔 法が 似て ゐ るからで ある。 

ラ行 子 昔の 發昔 において、 舌 尖が、 n 蓋の 前端から 齒槽 突起に かけて すべる (また、 或 場合に は、 前方から 後方へ 

すべる) とい ふこと は、 この 昔の 發 昔の 特色と して 注意すべき 點 であって、 ラ行の 子音が 1 でない とい はれる 所以 は、 

こ、 こ ある。 1 で 表記 さに る 昔に も、 いろ/ \ の ものが あるから、 一概に は 論じられな いが， 普通に 伸 音の 1 とい は 

れる もの は、 Ifll の 側面が 發 昔に 關係を もち、 舌の 左右 兩 方の へり、 または 一 方の へりと、 齒 および 齒莖. 肉 壁との. 

問の 狹ぃ 隙間 を氣 流が 摩擦して 出る によって 生じる 昔であって、 この 際、 舌 尖 は ぴたりと y 蓋の 前部に ついて ゐ るの 

を 原則と する。 この 意味から すると、 ラ行 子 昔に おいて は、 ^尖が どこに も 閉鎖 をつ くらたい ので あるから * これ は 

1 ではない とい へる。 (しかし、 國 語の ラ行 子 昔 は、 1 に 類した 昔で あるから、 また 1 に 近く 聞え るから とい ふ理. E 

で、 ラ行 子 昔 を あら はすに、 この 音字 を用ゐ ようとい ふ考を もつ 人 も ある。 それ は 表記法 上の ことで、 训問题 である。 

普 fffi に は 1 は 側 昔 的の もの を あら はすに S ゐら れてゐ るから、 佐久問 氏の やうに、 何 かの 記號を 加へ て これ を W ゐる 

C 

か、 別の 昔 字 をつ くる かする がよ ぃと考 へる。) 

國語 の ラ 行 子 昔 の 發音 は、 大略 上述の やうな 特徴 を も つて ゐる ものと 思 はれる が、 さて これ を 諸 外國 の ^昔 に^ 例 

を 求めて みるに、 ぴたりと これに 該當 する もの は 見當ら ない。 そこで、 表記 上の 問題 も 起る ので あるが、 從來の 通例 


にしたがって、 し； ti らく  • 音字 r を 以て ラ行 子苜を あら はす ものと， おめて おく。 

C 

( 一 5 ヮ 行の 子音 ヮ行 のうちで、 「ヰ」 「ゥ」 r ェ」 「ヲ」 の ra: つ は、 ァ 行の 「ィ」 r ゥ」 r ェ」 「ォ」 に統 一 されて 

しまって、 今日で は 「ヮ」 だけが、 特殊のお 在と して 殘 つて ゐる。 r ゥ」 は、 奈^ 朝 時代に おいても、 ァ 行の 「ゥ」 

との^: 別が 認められて ゐ なかった ので あるが、 「ヰ」 「ェ」 「ヲ」 は、 平安朝の 中頃まで は、 ^別され てゐ たやう である- 

この 現籴 は、 軍 母 昔の 副 昔が 漸く 影 を 潜めて、 主 昔の みが 勢力 を 得る や- 「になった ので あると 解せられ る。 「ゥ」 の 

K 別が 菜して 奈良朝 以前にあった かどう か は 疑問に 属する から、 これ はしば らく 措いて、 その他の ものに ついて みれ 

ば、 r ヮ」 「ヰ」 「ェ 」 r ヲ 一 は、 母 昔 s と 他の 母 昔と ^結^に 戎 つた もので あり、 s が 副 昔で あり" i  e  = が、 それ ぞ 

c  c  CCCC 

れ に..：；；： となって ねる 重 昔な ので ある。 「 ヮ」 の 子 昔 を あら はすに、 普通に W を W ゐる が、 これ は、 ヮ行ハ 如^が r. -„t 

c 

W である こと を 意味し ない。 これ は、 實は渐 强的重 a 昔の 副 昔た る s が、 普通の 母 昔に 比して 短い もので あり、 子^ 

c  C 

的の^：:! をな す ものであるから、 その 發 昔に もっとも 近い W を 昔 字と して 代 S する に過ぎないの である。 

ヮ行 の頭泞 たる 副 昔 s が 漸次 影 を ひそめて、 主 昔た る 母 昔の みが 殘る やうに なった 傾， ：！ は、 八， 口の r クヮ」 の やう 

C 

た、 いは ゆる 拗 昔の 直 昔 化の 上に も、 その 片鳞を 示して ゐる。 「ク ヮ」 (果) 〔K 一 JF〕 が 「力」 〔K、、〕 となる が 如き 變 

化 は、 今日で もた ほ、 その 原 昔を傳 へて ゐる 地方が 少 くないので、 その 發 生の 時代の 比較的 新しい ことが 知られる。 

しかも また、 一方に おいて は、 ヮ 行の r ヮ」 のみが もとの 重 母 昔の 俤を傳 へて ゐる事 は、 この種の ものの 比較的 變り 

にくかった こと を 示して ゐる。 「ヰ」 rH」 の 如き、 はやく r ィ」 「H」 に變 つてし まった もの を 含む 拗昔、 「ク *」 

〔Kuro 「ク ュ」 〔I ゥ ilp〕 の顏 はは やくから 「キ」 「ケ」 に變 つてし まって ゐる。 「貴」 「化」 の 如き は、 その 例で ある- 
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國 語 音萊 五 二 

以上、 五十音 圖の备 行に わたって、 國 語の 子音の 考察の 大要 を 述べて 來 たが、 なほこ ゝに殘 された 一 つの 問 题がぁ 

る。 それ は 「ン」 字に よって あら はされ る 昔 はいかなる もの かとい ふこと である。 

( 一 五) r ン」 阈 語に おいて、 沛常撥 昔 または はねる 昔と いはれ るの は、 「ン」 によって 表記され る 昔で ある。 撥 昔 

とか はねる 昔と かいふ 名稱 は、 命名 者の 單 純な 感じから 附 けられた ものと 思 はれる から、 名稱の 詮議 立て は ^問題と 

して、 た^ちに、 かう いふ 名稱 でよ ばれて ゐる昔 そのもの について 考察 を 試みよう。 

現代の 國語の 撥 昔に ついて、 もっとも 普通に 行 はれて ゐ るの は、 撥 昔に u  の 三種が あると い ふ考 であらう。 

「コン ネン」 (今年) は； 3、 「トンボ」 (崎 蛉) は S 「ホン ゴゥ」 (木 鄕) は 9 であると 見る ので、 齒的、 ^的、 軟 的 

の 三つの 枭昔を これに あてよう とする ので ある。 しかし、 かう いふ 見方 は、 次に 齒 昔が あれば 垴的 0^せ、 次に ！i" 昔が 

あれば 殍的暴 昔、 次に 軟 n 蓋 昔が あれば 軟 n 蓋 的 鼻 昔と いふ 手輕な 見方で あるから、 これ は 撥 昔 を 本質的に 解した も 

のと：^ る こと は 出来ない。 また 「ン」 で 書き あら はされ た 場合の ものと して、 上述の 三種の ものが lEI:^ される にして 

も、 やはり、 その 「ン」 で 書き あら はされ た 場合の もの にも、 「ト ン」 (#) 「カン」 (鎌) 「セ ン」 (千) 「マン」 (萬) の や 

うな 第 ra; 類と 見るべき ものが ある こと を 忘れて はならぬ。 かう いふ 語尾に 來る 「ン」 は、 いかなる 忭 の ものである 

かとい ふこと もお へられるべき である。 いづれ にしても、 上に 述べた 見方の 外に、 撥 昔の 考察 を もとめなければ なら 

ぬ o 


パ"ぉ4： 乎 氏 は、 砭近 nsi の 研究」 第四輯 に、 「ン昔 辯」 と 題して、 く はしい 研究 を發 表して ゐられ るが- 氏の 研究 

は、 r ン昔」 の あらゆる 場合 を 考察して ゐられ るので あるから、 速 昔 中の 「ン」 も 終末の 「ン， ： も、 じ レベル こ， 

つて ゐられ る。 しかし、 わたくし は、 この 兩者を 別々 に考 へたい ので あり， いは ゆる 撥 昔、 すな はち 「ン」 昔の 本 WJC 

は、 氏の いは ゆる 終末の 「ン」 によっても とめられるべき ものであると 考へ るので あるから、 その 部分 ビ けの 氏 0 說 

を あげてみ ると、 氏 は、 終末 昔 「ン」 は 二つに 分ける 必要が あると いひ、 「番」 「灭」 「大 變」 「いけません」 などの 如 

き は * 「ン」 に 昔と しての 獨立 性が 認められない、 卽ち昔 節 力がない。 さう いふの は 所屬母 昔の 鼻 fa-:: 化に 過ぎない と 見 

てよ いで あらう、 これと 對 して r 晚」 r 點」 「扁」 など は 「ン」 が 昔 節 力 を 持って ゐる、 然も この 「 ン」 に は、 g,r を閗 

い て ゐて も閉ぢ てゐて も、 大體 ^ 覺效 菜に 差が な いとい ふ 事實が 認められる、 これ は 後 舌^ 昔 無 破裂 狀態で あ ると 見 

たい、 此の 條忭 を^ 合して 〔bas〕  〔tco〕  〔heD〕 と 書き記したら 如何 かと 思 ふといって ゐられ るので ある。 わたく 

し は， こ、 にこれ を 詳論す る 餘裕を もたない が、 この 後者の ものが 「ン」 音の 本質的の もので あらう と^へ る。 これ 

は 勝 史的に もさう い へ ると 思 ふ。 わたくし は、 r ン」 の 木質 は、 後 舌 鼻 昔すな はち 軟 n 蓋的袅 昔の 破裂 (解放) を^: は 

ない もので あり、 これが 昔 節 的の もので あらう、 しかして、 連 一 背中に あって は、 それが いろ/ \ の條 件に よって 特朱 

相 を 示す やうに なると 考へ るので ある 0  (完〕 
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